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上：九州山地から昇る
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謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
ま
た
嘉
島
町
に
と
り

ま
し
て
も
忘
れ
ら
れ
な
い
年
に
な
り
ま
し
た
。
本
年
は
穏
や
か
な

年
に
な
る
よ
う
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

あ
ら
た
め
ま
し
て
、
熊
本
地
震
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥

福
を
衷
心
よ
り
お
祈
り
し
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

地
震
は
町
に
未
曽
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後

の
「
心
を
一
つ
」
に
し
た
町
あ
げ
て
の
努
力
で
、
復
旧
、
復
興
か

ら
さ
ら
な
る
発
展
へ
、
そ
の
道
筋
が
よ
う
や
く
見
え
て
き
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
町
民
は
じ
め
関
係
者
の
皆
様
の
ご
協
力
ご
支
援
に

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
は
、
町
民
の
皆
様
の
「
日
常
」
を
一
日
も
早
く
取
り
戻
し
、

復
興
か
ら
発
展
へ
の
確
か
な
道
筋
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

一
層
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一
日
も
早
く
「
日
常
」
を
取
り
戻
す

　

昨
年
は
、
四
月
の
熊
本
地
震
発
生
に
よ
り
震
災
対
策
に
明
け
暮

れ
た
一
年
で
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

発
災
後
、
ま
ず
何
よ
り
も
優
先
し
た
の
は
、
町
民
の
皆
様
が
一

日
も
早
く
「
日
常
」
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
全
力
を
尽
く
す
こ
と
で

し
た
。
地
震
か
ら
８
カ
月
余
り
が
過
ぎ
、
仮
設
住
宅
や
み
な
し
仮

設
住
宅
で
暮
ら
す
方
々
も
含
め
、
町
民
の
皆
様
の
生
活
は
、
不
自

由
な
が
ら
も
一
応
の
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

用
水
路
の
被
災
な
ど
で
作
付
け
計
画
変
更
を
強
い
ら
れ
た
水
稲

と
大
豆
も
秋
に
は
無
事
収
穫
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

被
災
し
た
企
業
も
大
半
が
活
動
を
再
開
。
新
た
に
４
社
の
企
業

進
出
が
決
ま
り
ま
し
た
。
学
校
を
は
じ
め
公
共
土
木
施
設
の
復
旧

工
事
も
進
ん
で
い
ま
す
。

復
旧
、
復
興
か
ら
さ
ら
な
る
発
展
へ

　

震
災
対
策
最
中
の
昨
年
八
月
、
復
興
へ
向
け
て
の
基
本
方
針
を

発
表
し
ま
し
た
。
①
く
ら
し
・
生
活
の
再
建
と
社
会
基
盤
の
復
旧

②
町
内
企
業
の
復
旧
・
復
興
③
東
部
台
地
及
び
芝
原
土
地
区
画
整

理
事
業
の
推
進
④
下
仲
間
・
上
仲
間
地
区
計
画
の
推
進
⑤
定
住
促

進
と
企
業
誘
致
に
よ
る
さ
ら
な
る
発
展
、
の
５
項
目
で
す
。

　

す
で
に
着
手
し
、
一
部
実
現
し
て
い
る
項
目
も
あ
り
ま
す
が
、

本
年
は
こ
の
基
本
方
針
を
踏
ま
え
て
、
町
災
害
復
興
計
画
を
策
定

い
た
し
ま
す
。

　

恒
久
的
な
災
害
公
営
住
宅
は
、
整
備
戸
数
の
把
握
と
用
地
選
定

が
終
わ
り
次
第
、
都
市
再
生
機
構
に
建
設
を
要
請
し
ま
す
。
下
仲

間
・
上
仲
間
地
区
計
画
地
に
進
出
す
る
４
社
の
う
ち
２
社
の
工
場

建
設
工
事
は
５
月
ご
ろ
か
ら
始
ま
る
予
定
で
す
。
他
に
誘
致
交
渉

中
の
企
業
も
数
社
あ
り
、
実
現
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

東
部
台
地
「
ゆ
う
す
い
の
杜
」
と
芝
原
地
区
は
復
興
の
象
徴
と

し
て
計
画
通
り
推
進
い
た
し
ま
す
。

　

震
災
の
傷
痕
は
い
ま
だ
残
り
、
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、

町
は
着
実
に
復
興
へ
の
歩
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

第
５
次
町
総
合
計
画
の
基
本
理
念
「
活
力
と
う
る
お
い
に
満
ち

た
田
園
文
化
都
市
」
を
あ
ら
た
め
て
深
く
胸
に
き
ざ
み
、「
住
ん

で
よ
か
っ
た
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
る
と

と
も
に
、
復
旧
、
復
興
が
さ
ら
な
る
町
の
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う

精
一
杯
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

嘉
島
町
長

　

荒
木
泰
臣

ご挨拶を申し上げます
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平
成
29
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
も

な
い
大
規
模
な
地
震
が
熊
本
を
襲
い
、
嘉
島
町
も
甚
大
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。

　

震
災
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
と
、
ご
遺
族
の
皆
様
に
改
め

て
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
家
屋
の
倒
壊
等
に
よ
り
被

災
さ
れ
た
方
々
に
衷
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
内
外
で
地
震
、
豪
雨
等
に
よ
り
多
く
の
生
命
財
産
が
奪
わ
れ
、

改
め
て
天
災
の
恐
ろ
し
さ
を
痛
感
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

天
災
は
い
つ
ど
こ
で
襲
っ
て
来
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
皆
様
お

一
人
お
一
人
が
防
災
意
識
を
持
ち
、
状
況
に
応
じ
た
早
め
の
対
応

を
心
が
け
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

　

嘉
島
町
は
、
農
業
を
基
盤
に
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
や
生
活
文
化
が

花
開
く
、
活
力
と
潤
い
に
満
ち
た
田
園
文
化
都
市
を
目
指
し
、
努

力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
わ
が
国
の
社
会
経
済
情
勢
は
依
然
と
し
て
大

変
厳
し
い
状
況
に
立
た
さ
れ
て
お
り
、
地
方
自
治
体
に
お
い
て
も

地
方
創
生
な
ど
大
き
な
変
革
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
家
財
政
も
非
常
に
厳
し
い
中
、
嘉
島
町
に
お
き
ま
し
て
も
同

様
の
厳
し
い
財
政
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
常
に
時
代

の
変
化
を
的
確
に
見
極
め
、
町
民
の
皆
様
の
求
め
る
効
率
の
よ
い

行
政
を
念
頭
に
町
執
行
部
と
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
活
力
と

魅
力
に
あ
ふ
れ
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
議
会

と
い
た
し
ま
し
て
も
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
時
代
の
潮
流
を
的
確
に
と
ら
え
、
新
た
な
視
点
で

先
人
が
幾
多
の
苦
難
の
中
か
ら
築
き
上
げ
て
き
た
地
域
の
力
を
発

揮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
町
民
の
皆
様
の
こ
れ
ま
で
以
上
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

震
災
の
影
響
に
よ
り
、
各
種
団
体
等
の
総
会
や
行
事
が
自
粛
さ

れ
た
中
、
規
模
を
縮
小
し
て
の
「
か
し
ま
水
の
郷
ま
つ
り
」
と
嘉

島
町
文
化
祭
「
で
き
た
し
こ
」
は
、「
こ
う
い
う
と
き
だ
か
ら
こ

そ
町
に
元
気
を
」
と
の
思
い
を
込
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

被
災
さ
れ
た
方
々
へ
心
の
復
興
を
働
き
か
け
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

希
望
に
向
か
っ
て
羽
ば
た
く
年
に

　

地
震
か
ら
８
カ
月
が
経
過
し
、
仮
設
住
宅
や
み
な
し
仮
設
住
宅

へ
の
入
居
、
家
屋
の
解
体
等
、
嘉
島
町
は
着
実
に
一
歩
一
歩
復
旧
、

復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

環
境
対
策
、
教
育
環
境
の
充
実
、
福
祉
問
題
、
子
育
て
支
援
、

税
収
増
及
び
収
納
率
の
向
上
、
交
通
安
全
対
策
等
々
、
本
町
の
取

り
組
む
べ
き
課
題
は
沢
山
あ
り
ま
す
。

　

震
災
に
よ
る
人
口
減
少
が
心
配
さ
れ
る
中
、
定
住
促
進
に
向
け
、

地
方
創
生
の
推
進
に
議
会
と
し
て
も
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
酉
年
で
す
。

　

昨
年
の
悪
夢
を
打
ち
消
す
よ
う
な
、
明
る
く
希
望
に
向
か
っ
て

羽
ば
た
く
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

嘉
島
町
議
会
議
長

　

川
上
國
治

謹んで新年の
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【
主
な
議
案
】

〇
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
第
８
〜
９
号
合
計
32
億
１
８
９

４
万
８
千
円
を
追
加
、
予
算
総
額

は
過
去
最
大
の
１
２
０
億
２
７
９

４
万
１
千
円
に

〇
熊
本
地
震
の
災
害
が
れ
き
処
理

事
業
費
（
国
庫
補
助
金
と
町
債
合

計
）
27
億
４
３
２
２
万
２
千
円

（
う
ち
被
災
家
屋
の
公
費
解
体
撤

去
委
託
料
３
億
８
２
１
０
万
円
）

を
追
加
、
総
額
51
億
６
千
万
円
に

○
熊
本
地
震
被
災
者
の
減
免
措
置

等
に
よ
り
、
町
税
収
入
７
２
０
０

万
円
減
額
（
町
民
税
３
５
０
０
万

円
、
固
定
資
産
税
３
０
０
０
万
円
、

軽
自
動
車
税
７
０
０
万
円
）

○
農
道
、
用
水
路
な
ど
農
林
水
産

施
設
災
害
復
旧
費
１
億
１
１
２
２

万
円
の
追
加

○
ふ
る
さ
と
寄
附
金
３
４
４
０
万

円
を
一
般
会
計
に
繰
り
入
れ

○
任
期
満
了
に
伴
い
、
髙
野
隆
前

議
案
、
同
意
案
な
ど
12
件
を
審

議
し
た
第
４
回
定
例
会

嘉
島
中
学
校
長
の
教
育
長
任
命
と

伊
藤
洋
典
教
育
委
員
再
任
に
同
意

　

平
成
28
年
第
４
回
嘉
島
町
議
会

定
例
会
は
12
月
５
日
か
ら
７
日
ま

で
開
会
。
主
に
熊
本
地
震
被
害
の

復
旧
復
興
に
伴
い
、
合
計
32
億
１

８
９
４
万
８
千
円
を
追
加
す
る
一

般
会
計
補
正
予
算
案
第
８
、
９
号

な
ど
12
件
（
専
決
処
分
１
、条
例
３
、

補
正
予
算
５
、
意
見
書
１
、
同
意

案
２
）
を
原
案
通
り
可
決
、
同
意

し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
は
総
額
１
２
０

億
２
７
９
４
万
１
千
円
に
膨
張
、

当
初
予
算
約
41
億
円
の
３
倍
弱
に

膨
ら
み
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
51
億

６
千
万
円
が
震
災
が
れ
き
処
理
事

業
費
で
、
42
・
９
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

　

荒
木
町
長
は
町
政
報
告
で
、
町

内
の
災
害
復
旧
や
災
害
公
営
住
宅

の
建
設
準
備
の
状
況
、
企
業
誘
致

の
進
展
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
川
野
伸
一
、
中

津
芳
春
、
鍋
田
平
、
富
山
勝
の
４

議
員
が
、
道
路
交
通
法
改
正
で
運

転
免
許
が
失
効
し
た
高
齢
者
の
通

院
対
策
や
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
、
災
害
義
援
金
の
配
分
、
防

災
危
機
管
理
対
策
な
ど
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
「
議
会
だ
よ
り
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
第
４
回
嘉
島
町
議
会
定
例
会

一
般
会
計
予
算　

１
２
０
億
円
超

当
初
予
算
比
３
倍
弱
に
膨
張

震
災
が
れ
き
処
理
費
51
億
円

町　

政　

報　

告
荒
木
町
長

　

今
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま

し
た
が
、
４
月
の
地
震
発
生
以
来
、

そ
の
対
応
に
明
け
暮
れ
た
１
年
で

は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

あ
ら
た
め
て
、
お
亡
く
な
り
に

な
っ
た
方
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
、
皆
様

と
一
緒
に
な
っ
て
復
旧
復
興
に
取

り
組
み
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
な
お
一
層
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
１
年
間
に
ご
支
援
ご
協
力

い
た
だ
い
た
関
係
の
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
復
旧
、

復
興
、
そ
し
て
さ
ら
な
る
発
展
へ

向
け
て
、
一
歩
ず
つ
歩
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

地
震
災
害
の
復
旧
状
況

　

こ
れ
ま
で
の
災
害
復
旧
状
況
を

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

町
道
及
び
河
川
の
災
害
復
旧
事

業
は
53
カ
所
に
な
り
ま
す
。
11
月

ま
で
の
発
注
は
道
路
13
カ
所
、
河

川
２
カ
所
で
、
契
約
額
約
８
１
０

０
万
円
、
発
注
率
27
％
で
す
。
関

係
機
関
と
の
協
議
、
調
整
が
必
要

で
、
時
間
を
要
し
て
い
ま
す
が
、

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
早
急
に
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
の
発
注
は
11
月
ま
で
に
、

管
渠
は
１
億
６
０
０
万
円
、
処
理

場
は
下
水
道
事
業
団
に
１
億
４
７

０
０
万
円
。
発
注
率
43
・
６
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
管
渠
工

事
を
随
時
発
注
し
、
平
成
29
年
度

に
復
旧
完
了
の
予
定
で
す
。

　

都
市
公
園
は
５
カ
所
の
公
園
を

９
工
区
に
分
け
、
11
月
下
旬
に
発

注
し
ま
し
た
。
工
種
の
内
訳
は
、

土
木
工
事
関
連
７
本
、
体
育
施
設

関
連
１
本
、
電
気
・
機
械
設
備
関

連
１
本
で
、
総
額
は
約
１
億
２
千
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万
円
、
発
注
率
は
80
・
１
％
で
す
。

　

学
校
施
設
は
、
嘉
島
東
小
学
校

の
工
事
契
約
を
終
え
、
年
度
末
ま

で
に
復
旧
工
事
を
完
了
す
る
予
定

で
す
。
西
小
学
校
、
中
学
校
も
今

後
、
工
事
契
約
を
行
い
、
順
次
復

旧
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
施
設
は
８
月
15
日
か
ら
順

次
、
農
林
水
産
省
の
災
害
査
定

（
第
５
次
）
を
受
け
て
お
り
、
11

月
末
ま
で
に
１
１
５
カ
所
が
終
了

し
て
い
ま
す
。
今
後
、
22
カ
所
程

度
の
査
定
を
12
月
中
旬
に
終
え
、

本
格
的
な
災
害
復
旧
工
事
を
進
め

る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

　

家
屋
解
体
は
現
在
、
公
費
解
体

と
個
人
が
業
者
に
直
接
委
託
す
る

先
行
解
体
を
並
行
し
て
進
め
て
い

ま
す
。
11
月
下
旬
の
申
請
棟
数
８

６
２
棟
、
実
施
済
み
が
６
１
０
棟

で
進
捗
率
70
・
８
％
。
皆
様
の
ご

協
力
で
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

復
興
に
向
け
て
大
切
な
作
業
で
あ

り
、
解
体
中
は
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
引
き
続
き
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

滝河原地区で進められている下水道の災害復旧工事

被
災
者
の
負
担
軽
減
支
援

　

熊
本
地
震
に
よ
る
、
国
民
健
康

保
険
の
一
部
負
担
金
の
免
除
は
９

月
末
で
５
８
８
人
、
２
０
５
２
万

２
千
円
。
後
期
高
齢
者
医
療
の
一

部
負
担
金
免
除
は
同
５
５
０
人
、

１
９
２
３
万
７
千
円
。
介
護
保
険

の
利
用
料
負
担
免
除
額
は
同
５
３

４
人
、
７
３
２
万
７
千
円
で
す
。

保
育
料
は
、
４
月
分
を
半
額
に
し
、

５
月
か
ら
は
全
壊
・
大
規
模
半
壊

を
全
額
免
除
、
半
壊
を
半
額
と
し

ま
し
た
。
９
月
末
で
28
件
の
申
請

が
あ
り
、
減
免
額
は
３
０
０
万
円

に
な
っ
て
い
ま
す
。

被
災
者
生
活
再
建
支
援
金

　

全
壊
世
帯
、
大
規
模
半
壊
世
帯
、

解
体
さ
れ
た
半
壊
世
帯
に
対
し
、

基
礎
支
援
金
３
３
１
件
、
加
算
支

援
金
41
件
、
合
計
３
億
６
３
３
７

万
５
千
円
が
支
給
さ
れ
ま
し
た
。

嘉
島
町
地
域
支
え
合
い

セ
ン
タ
ー
設
置　
　
　

　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
10

月
か
ら
業
務
を
委
託
、
町
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

生
活
支
援
相
談
員
を
配
置
し
、

応
急
仮
設
住
宅
等
の
高
齢
者
、
障

が
い
者
、
生
活
困
窮
者
、
子
育
て

世
帯
等
に
対
し
、
安
心
し
た
日
常

生
活
を
支
え
る
た
め
、
見
守
り
、

生
活
支
援
、
地
域
交
流
な
ど
の
総

合
的
な
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

一
部
損
壊
に
対
す
る
義
援
金

　

一
部
損
壊
に
対
す
る
支
援
に
関

す
る
県
と
市
町
村
の
意
見
交
換
会

が
10
月
14
日
に
行
わ
れ
、
一
定
要

件
を
満
た
し
た
被
災
者
に
対
し
、

県
に
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
を
配
分

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
県
の
義
援
金
配

分
委
員
会
が
、「
１
０
０
万
円
以
上

で
、
条
件
に
該
当
す
る
修
理
工
事

を
行
っ
た
一
部
損
壊
の
被
災
者
に

対
し
て
10
万
円
の
配
分
を
行
う
」

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
今
後
、

対
象
と
な
る
方
か
ら
の
申
請
受
付

を
行
い
、
配
分
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
町
へ
の
義
援
金
に
つ
い

て
は
現
在
、
被
災
自
治
体
で
協
議

中
で
す
の
で
、
そ
の
決
定
に
基
づ

く
取
り
扱
い
を
考
え
て
い
ま
す
。

災
害
復
興
基
金　
　
　

　

特
別
交
付
税
５
１
０
億
円
、
宝

く
じ
交
付
金
13
億
２
千
万
円
、
合

計
５
２
３
億
２
千
万
円
の
災
害
復

興
基
金
が
設
置
さ
れ
、
県
議
会
12

月
定
例
会
に
補
正
予
算
と
し
て
26

億
円
が
提
案
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
「
被
災
者
の
生
活
支
援
」
と
し

て
応
急
仮
設
住
宅
維
持
管
理
費
用

や
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
等
、「
防
災
・
安
全
対
策
」
と

し
て
住
宅
耐
震
化
支
援
事
業
、「
公

共
施
設
等
の
復
旧
支
援
」
と
し
て

地
域
水
道
施
設
復
旧
事
業
や
農
家

の
自
力
復
旧
支
援
、「
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
の
復
旧
支
援
」
と
し

て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
等
再

建
支
援
事
業
や
自
治
公
民
館
再
建

支
援
事
業
等
が
基
本
事
業
と
し
て

予
定
さ
れ
て
お
り
、
本
町
も
該
当

事
業
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

災
害
公
営
住
宅　
　
　

　

９
月
下
旬
の
意
向
調
査
を
基
に

現
在
、
整
備
戸
数
の
把
握
と
用
地

選
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

整
備
戸
数
等
が
確
定
し
た
段
階

で
作
業
を
進
め
、
そ
の
後
独
立
行

政
法
人
都
市
再
生
機
構
に
建
設
を

要
請
、
完
成
後
に
町
が
一
括
し
て

買
い
取
り
、
管
理
し
て
い
き
ま
す
。

早
期
供
給
に
向
け
て
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
（
入
居
の
）
意
思

表
示
を
さ
れ
て
い
る
の
は
26
世
帯

で
す
が
、
他
に
未
確
定
の
方
も
お

ら
れ
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
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住
民
の
見
守
り
・
相
談
・
生
活
支
援

民
生
児
童
委
員
23
人
に
委
嘱
状

推
測
し
ま
す
と
、
最
終
的
な
建
設

戸
数
は
50
〜
60
戸
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

災
害
復
興
計
画　
　
　

　

町
の
復
興
計
画
に
つ
い
て
は
、

被
災
さ
れ
た
町
民
の
皆
さ
ん
が
１

日
も
早
く
日
常
の
生
活
に
戻
れ
る

よ
う
に
全
力
で
復
旧
、
復
興
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
東
部
台
地
の

開
発
や
災
害
公
営
住
宅
の
建
設
、

企
業
誘
致
な
ど
を
進
め
る
こ
と
に

よ
り
、
単
な
る
復
旧
で
は
な
く
、

復
旧
・
復
興
が
さ
ら
な
る
町
の
発

展
に
つ
な
が
る
よ
う
、
来
年
３
月

の
策
定
を
目
指
し
て
準
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

策
定
は
町
復
興
計
画
策
定
委
員

会
を
設
置
、
８
月
に
示
し
た
震
災

復
興
基
本
方
針
を
踏
ま
え
て
ご
意

見
を
い
た
だ
き
、
計
画
に
反
映
さ

せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

災
害
用
備
蓄
品　
　
　

　

今
回
の
震
災
を
踏
ま
え
、
災
害

用
備
蓄
品
の
整
備
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
５
年
程
度
の
保
存
期
間
が

あ
る
食
糧
及
び
毛
布
等
発
災
後
緊

急
に
必
要
な
も
の
を
、
在
庫
管
理

を
含
め
て
検
討
、
来
年
度
当
初
予

算
に
計
上
、
整
備
す
る
予
定
で
す
。

　

自
助
と
し
て
重
要
視
さ
れ
る
家

庭
内
備
蓄
も
啓
発
を
行
い
、
３
日

分
程
度
の
備
蓄
が
各
家
庭
に
普
及

す
る
よ
う
推
進
い
た
し
ま
す
。

企
業
誘
致　
　
　
　
　

　

下
仲
間
・
上
仲
間
地
区
計
画
は
、

既
に
操
業
し
て
い
る
２
社
に
続
き
、

本
年
度
に
入
っ
て
現
時
点
ま
で
に

合
計
４
社
か
ら
進
出
の
打
診
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
地

元
区
及
び
関
係
権
利
者
へ
の
説
明

会
を
実
施
、
進
出
に
対
す
る
関
係

者
の
同
意
は
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

進
出
企
業
は
、
菓
子
や
酒
類
の

化
粧
箱
な
ど
紙
製
品
の
製
造
を
行

う
㈱
倉
岡
紙
工
、
事
務
用
移
動
棚

な
ど
の
製
造
を
行
う
金
剛
㈱
、
地

区
計
画
内
進
出
企
業
関
連
製
品
の

運
送
を
手
掛
け
る
熊
本
交
通
運
輸

㈱
、
フ
ェ
ン
ス
な
ど
外
構
エ
ク
ス

テ
リ
ア
の
販
売
施
工
を
行
う
日
新

産
業
㈱
の
計
４
社
。
立
地
予
定
面

積
は
約
６
・
１
㌶
で
す
。

　

現
在
、
他
の
数
社
と
も
交
渉
中

で
、
進
出
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

東
部
台
地「
ゆ
う
す
い
の
杜
」

と
芝
原
土
地
区
画
整
理
事
業

　

現
在
、嘉
島
東
部
台
地
地
区
「
ゆ

う
す
い
の
杜
」
及
び
芝
原
地
区
の

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、

地
震
に
よ
っ
て
生
じ
た
各
種
公
共

測
量
成
果
の
誤
差
に
対
す
る
確
認

作
業
を
実
施
中
で
す
。

　

今
後
は
そ
の
精
査
結
果
を
基
に

修
正
作
業
を
行
い
、
復
興
の
象
徴

と
し
て
事
業
推
進
を
図
り
ま
す
。

教
育
長
に

教
育
長
に  

髙
野
髙
野    
隆隆  
前
嘉
島
中
校
長

前
嘉
島
中
校
長

　

嘉
島
町
議
会
は
12
月
７
日
、
工

藤
和
之
教
育
長
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
前
嘉
島
中
学
校
長
の
髙
野
隆

さ
ん
を
教
育
長
に
任
命
す
る
人
事

案
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
12
月
25
日
か
ら
３
年
間
。

任
命
権
者
の
荒
木
町
長
が
26
日
、

辞
令
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

髙
野
新
教
育
長
は
昭
和
52
年
教

師
に
。
県
内
小
中
学
校
や
教
育
事

務
所
に
勤
務
。
平
成
24
年
か
ら
３

年
間
、
嘉
島
中
学
校
長
。
同
26
年

度
文
部
科
学
大
臣
教
育
者
受
賞
。

会長の髙田倫明さん

　

嘉
島
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
は
12
月
５
日
、
役
場
会
議
室

で
開
催
。
荒
木
町
長
が
23
人
の
委

員
に
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の
委
嘱

状
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
児
童
委
員
の
任
期
は

３
年
。
今
回
９
人
が
新
任
で
す
。

担
当
地
区
の
高
齢
者
や
児
童
な
ど

住
民
の
見
守
り
、
相
談
、
生
活
支

援
な
ど
を
行
い
ま
す
。
来
年
は
制

度
創
設
１
０
０
周
年
で
す
。

　

委
員
互
選
で
、
３
期
目
の
髙

田
倫
明
委
員
が
会
長
に
選
ば
れ
、

「
先
輩
方
が
築
い
た
歴
史
を
踏
ま

え
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
地
域
の
見

守
り
を
基
本
に
が
ん
ば
っ
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

委
員
と
担
当
地
区
・
役
職
は
次

の
通
り
で
す
。
敬
称
略
。

▽
山
田　

セ
イ
子
さ
ん
＝
下
六
嘉

▽
髙
田　

倫
明
さ
ん

＝
下
六
嘉
、
会
長

▽
前
田　

義
弘
さ
ん

＝
三
郎
無
田
、
監
事

▽
河
原　

周
さ
ん
＝
井
寺

▽
水
野　

美
紀
子
さ
ん
＝
北
甘
木

▽
渡
邉　

佳
子
さ
ん
＝
上
六
嘉

▽
増
永　

安
治
さ
ん
＝
上
六
嘉

▽
大
森　

レ
イ
子
さ
ん
＝
西
村

▽
小
林　

秀
子
さ
ん
＝
西
村

▽
森
嶋　

定
男
さ
ん＝

上
島
、
監
事

▽
都
冨　

ち
か
子
さ
ん
＝
上
島

▽
山
口　

キ
ミ
子
さ
ん
＝
上
島

▽
米
満　

幸
夫
さ
ん
＝
鯰

▽
深
川　

一
夫
さ
ん＝

鯰
、
副
会
長

▽
中
田　

み
ち
子
さ
ん＝

鯰
、
会
計

▽
樋
口　

節
子
さ
ん
＝
鯰

▽
上
野　

廣
子
さ
ん
＝
滝
河
原

▽
都
冨　

眞
理
子
さ
ん
＝
髙
田

▽
内
田　

松
代
さ
ん
＝
上
仲
間

▽
木
田　

秀
美
さ
ん
＝
下
仲
間

▽
栗
﨑　

博
子
さ
ん
＝
犬
渕

▽
大
塚　

富
美
子
さ
ん

＝
主
任
児
童
委
員
東
校
区

▽
後
藤　

真
貴
子
さ
ん

＝
主
任
児
童
委
員
西
校
区
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荒
木
町
長
は
、
11
月
28
日
に
熊

本
市
で
開
か
れ
た
九
州
地
区
町
村

会
長
会
で
、
会
長
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
２
年
で
、
連
続
５

期
目
に
な
り
ま
す
。

　

同
会
は
九
州
・
沖
縄
８
県
の
町

村
会
長
で
構
成
。
会
議
に
は
、
藤植樹をする荒木町長（中央）たち

　

人
権
週
間
中
の
12
月
10
日
、

「
第
11
回
か
み
ま
し
き
人
権
フ
ェ

ス
タ
２
０
１
６
」
が
イ
オ
ン
モ
ー

ル
熊
本
で
開
か
れ
、
幼
光
保
育
園

児
が
元
気
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
で
人

権
啓
発
の
歌
や
ダ
ン
ス
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

熊
本
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

（
井
口
誠
一
会
長
）
が
人
権
週
間

（
12
月
４
〜
10
日
）
中
に
毎
年
開

催
。
工
藤
嘉
島
町
教
育
長
が
「
相

手
の
気
持
ち
を
考
え
、
思
い
や
り

の
心
を
育
て
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い

さ
つ
。

　
「
人
権
の
花
」
運
動
の
作
品
や
、

全
国
中
学
校
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
熊
本
県
大
会
優
秀
賞
作
品
な
ど

も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
オ
ン
ホ
ー
ル
に
は
特
設
人
権

相
談
所
も
開
設
さ
れ
ま
し
た
。工藤教育長（左）にうがい

茶を贈る野田会長

　

嘉
島
町
産
の
大
豆
で
作
ら
れ
た

豆
腐
と
焼
酎
の
試
食
試
飲
販
売
会

が
12
月
10
、
11
日
、
イ
オ
ン
熊
本

店
で
あ
り
、
大
勢
の
来
店
客
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

同
店
が
「
地
元
産
食
品
を
知
っ

て
も
ら
お
う
」
と
企
画
。
豆
腐
は

マ
ル
キ
ン
食
品
の
「
ふ
く
ゆ
た
か
」、

焼
酎
は
堤
酒
造
の
「
嘉
島
」。

　

人
の
流
れ
が
多
い
食
品
売
り
場

で
両
社
の
担
当
者
が
来
店
客
に
呼

び
か
け
ま
し
た
。
豆
腐
を
味
わ
っ

た
家
族
連
れ
は
「
お
い
し
い
ね
」

と
笑
顔
を
見
せ
、
焼
酎
を
試
飲
し

た
男
性
客
は
担
当
者
に
熱
心
に
質

問
し
て
い
ま
し
た
。

幼
光
保
育
園
児
が
発
表

荒
木
町
長　

会
長
５
選

荒
木
町
長　

会
長
５
選

原
忠
彦
全
国
町
村
会
長
も
出
席
。

同
会
の
石
田
直
裕
事
務
総
長
が
講

演
し
ま
し
た
。

　

町
村
会
関
係
で
は
こ
の
ほ
か
、

熊
本
県
町
村
会
長
を
平
成
17
年
か

ら
、
全
国
町
村
会
副
会
長
を
23
年

か
ら
務
め
て
い
ま
す
。

九
州
地
区
町
村
会
長
会

嘉
島
幼
稚
園
で　
上
益
城
地
域
植
樹
祭

町
長
、
園
児
た
ち
が
植
樹

　

上
益
城
地
域
植
樹
祭
が
11
月
26

日
、
嘉
島
幼
稚
園
で
開
催
さ
れ
、

荒
木
町
長
や
園
児
た
ち
が
園
内
に

植
樹
を
し
ま
し
た
。

　

上
益
城
地
域
み
ど
り
推
進
協
議

会
と
嘉
島
町
の
共
催
。
緑
の
あ
る

安
ら
ぎ
の
場
を
作
ろ
う
と
毎
年
、

上
益
城
５
町
持
ち
回
り
で
開
催
。

　

上
益
城
地
域
振
興
局
長
、
荒
木

町
長
が
あ
い
さ
つ
、
地
域
振
興
局

林
務
課
が
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
森

の
働
き
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

益
城
町
飯
野
小
な
ど
３
つ
の
緑

の
少
年
団
代
表
が
「
誓
い
の
言
葉
」

を
発
表
。
荒
木
町
長
や
嘉
島
幼
稚

園
児
、
少
年
団
員
が
ヤ
マ
モ
モ
・

サ
ン
シ
ュ
ユ
な
ど
の
４
種
類
の
樹

木
と
、
ビ
オ
ラ
・
ノ
ー
ス
ー
ポ
ー

ル
の
花
苗
な
ど
を
植
え
ま
し
た
。

か
み
ま
し
き
人
権　

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６

Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き

「
児
童
の
か
ぜ
予
防
に
」

う
が
い
茶
を
贈
る

　
「
お
茶
で
う
が
い
し
て
、
か
ぜ

の
予
防
を
」
と
Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き

は
12
月
14
日
、
嘉
島
東
・
西
小
学

校
の
全
児
童
に
、
う
が
い
用
の
茶

30
㌔
を
贈
り
ま
し
た
。
両
小
児
童

が
一
カ
月
以
上
毎
日
う
が
い
を
で

き
る
量
で
す
。
寄
贈
は
８
年
目
。

　

同
Ｊ
Ａ
の
野
田
大
輔
茶
業
青
年

会
長
た
ち
５
人
が
町
教
育
委
員

会
で
、「
か
ぜ
予
防
だ
け
で
な
く
、

普
段
か
ら
お
茶
を
飲
む
習
慣
も
身

に
つ
け
て
」
と
工
藤
教
育
長
に
手

渡
し
ま
し
た
。

イ
オ
ン
熊
本
店

嘉
島
大
豆
の
豆
腐
・
焼
酎

試
食
試
飲
で
Ｐ
Ｒ
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「
合
格
ト
ン
ボ
」「
す
べ
ら
な
い
消
し
ゴ
ム
」

町
商
工
会
女
性
部
・
青
年
部
贈
る

こ
と
か
ら
「
合
格
」
の
思
い
を

託
し
て
い
ま
す
。
材
料
は
古
ネ

ク
タ
イ
で
、
長
さ
約
10
㌢
。
会

員
や
友
人
た
ち
か
ら
譲
り
受
け
、

丁
寧
に
仕
上
げ
ま
し
た
。
今
年

で
３
回
目
。
上
田
部
長
た
ち
が
、

「
全
員
合
格
を
祈
り
ま
す
」
と

贈
り
ま
し
た
。

　

消
し
ゴ
ム
は
、
タ
イ
ヤ
メ
ー

カ
ー
製
。
タ
イ
ヤ
の
溝
を
刻
ん

で
あ
り
「
ハ
イ
グ
リ
ッ
ド
で
す

べ
ら
な
い
」
と
受
験
生
に
人
気
。

青
年
部
の
社
会
貢
献
活
動
の
一

環
と
し
て
発
案
。
今
年
で
２
回

目
で
、
西
岡
部
長
が
、「
が
ん

ば
っ
て
」
と
手
渡
し
ま
し
た
。

　

生
徒
会
長
の
時
松
く
ん
が
、

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

目
標
に
向
か
っ
て
努
力
し
ま

す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

い
消
し
ゴ
ム
」
を
高
校
受
験
や
進

学
を
控
え
た
嘉
島
中
３
年
生
74
人

に
贈
り
ま
し
た
。

　

ト
ン
ボ
は
前
（
未
来
）
へ
飛
ん

で
後
ろ
（
過
去
）
へ
下
が
ら
な
い

　
「
全
員
合
格
を
！
」
―
12
月
14

日
、嘉
島
町
商
工
会
の
女
性
部
（
上

田
け
い
子
部
長
）
の
有
志
が
「
合

格
ト
ン
ボ
」
を
、
同
青
年
部
（
西

岡
進
部
長
）
有
志
が
「
す
べ
ら
な

嘉
島
中

３
年
生

全
員
合
格
を
祈
っ
て
ト
ン
ボ
と
消
し
ゴ

ム
を
３
年
生
に
贈
っ
た
商
工
会
女
性
部

と
青
年
部
の
皆
さ
ん

息
の
合
っ
た
６
年
生
の
合
奏

　

嘉
島
東
小
の

「
東
っ
子
発
表
会
」

は
12
月
４
日
、同
小

体
育
館
で
開
か
れ
、

児
童
た
ち
は
自
分

た
ち
で
調
べ
考
え

学
ん
だ
さ
ま
ざ
ま

な
成
果
を
、劇
や
歌
、

合
奏
、ク
イ
ズ
な
ど

多
彩
な
表
現
で
披

露
し
ま
し
た
。

　

保
護
者
や
地
域

の
人
た
ち
は
、大
き

な
声
で
は
き
は
き

と
発
表
す
る
児
童

に
大
き
な
拍
手
を

送
り
、壁
際
に
展
示

さ
れ
た
習
字
や
版

画
、
絵
な
ど
の
作

品
に
も
熱
心
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

東っ子
発表会

劇や歌、合奏…はきはきと
多彩な表現で成果披露

５年生は地震の体験や思いを発表 一生懸命な４年生の合奏 調べた成果を発表する３年生

祈　
　

  

全
員
合
格

町内の震災状況を調べた６年生 劇の後で元気よく合唱する２年生かわいい１年生の劇
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犬
の
心
音
を
ス
ピ
ー
カ
ー
を
通

し
て
聴
く
児
童

　

嘉
島
西
小
の
２
年
生
68
人
が
12

月
１
日
、「
動
物
ふ
れ
あ
い
教
室
」

で
命
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

教
室
は
県
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー
と

御
船
保
健
所
と
が
開
設
。
児
童
は
、

ス
ピ
ー
カ
ー
を
通
し
て
犬
や
級
友

の
心
音
を
聞
い
た
後
、
お
互
い
の

心
音
を
聴
診
器
で
聴
き
合
い
、
人

も
動
物
も
同
じ
命
を
持
っ
て
い
る

こ
と
を
実
感
。
犬
の
飼
い
方
や
接

し
方
を
学
び
ま
し
た
。
※
表
紙
参
照

　

セ
ン
タ
ー
の
石
原
貢
一
所
長
は
、

「
セ
ン
タ
ー
に
い
る
犬
は
、
新
し

い
飼
い
主
が
来
な
け
れ
ば
殺
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
飼
う
と
き
は
最

後
ま
で
面
倒
を
み
て
く
だ
さ
い
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

西
小
子
ど
も
ま
つ
り

雨
、
で
も
大
盛
況

西
小
「
動
物
ふ
れ
あ
い
教
室
」

命
の
大
切
さ　

学
ぶ

　

嘉
島
西
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
後
藤
正
信

会
長
）
は
12
月
4
日
、
同
小
で
子

ど
も
ま
つ
り
を
開
催
。
あ
い
に
く

の
雨
で
し
た
が
、
児
童
や
保
護
者
、

先
生
は
じ
め
地
域
の
人
た
ち
も
大

勢
参
加
し
て
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
を
経
験
し
た
今
年
は
、

例
年
の
バ
ザ
ー
を
「
子
ど
も
た
ち

に
笑
顔
を
」
と
名
称
を
変
更
。

　

手
作
り
の
豚
汁
や
綿
菓
子
、
お

に
ぎ
り
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
食
バ

ザ
ー
に
は
長
い
列
が
で
き
、
小
さ

な
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
作
り
や
シ

ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
ｓ
ａ
ｒ

ａ
ｈ
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
も
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

西
小
５
年
生

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

エ
プ
ロ
ン
作
り

　

家
庭
科
授
業
支
援
の
エ
プ
ロ
ン

作
り
が
12
月
12
日
、
嘉
島
西
小
で

あ
り
、
授
業
終
了
後
に
５
年
生
約

15
人
が
参
加
。
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
婦
人
会
の
廣
田
惠
子
さ
ん
、

中
村
鈴
代
さ
ん
、
赤
木
久
美
子
さ

ん
と
一
緒
に
ミ
シ
ン
を
使
っ
て
エ

プ
ロ
ン
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

中
野
校
長
は
、「
特
に
地
震
後
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
大
切
だ

と
学
ん
だ
。
今
後
も
地
域
の
皆
さ

ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
進
ん
で
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

嘉島
幼稚園

（
12
月
16
日
）

も
ち
つ
き

　

保
護
者
や
祖
父
母
た
ち
が
職
員

と
一
緒
に
も
ち
米
25
㌔
を
使
っ
て

準
備
。
園
児
た
ち
は
大
は
し
ゃ
ぎ

で
「
よ
い
し
ょ
、
よ
い
し
ょ
」
と

声
を
出
し
て
体
を
動
か
し
、「
が

ん
ば
っ
て
」
と
声
を
か
け
あ
い
、

一
生
懸
命
で
し
た
。

　

お
も
ち
は
、
あ
ん
こ
、
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
な
ど
４
種
類
。
園
児
た
ち

は
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
お
も
ち
を
お

い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

祖
父
母
学
級
・
県
警
察
音
楽

隊
コ
ン
サ
ー
ト　
（
12
月
６
日
）

　

日
ご
ろ
園
を
訪
問
す
る
こ
と
の

少
な
い
祖
父
母
の
ほ
か
保
護
者
も

参
加
。
園
児
た
ち
は
合
唱
で
歓
迎

し
ま
し
た
。

　

年
少
児
は
ひ
ざ
に
抱
か
れ
、
年

中
児
は
一
緒
に
前
に
出
て
、
年
長

児
は
祖
父
母
や
保
護
者
の
輪
に
囲

ま
れ
て
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
自
己
紹

介
。
孫
た
ち
の
元
気
な
姿
や
手
作

り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
祖
父
母
は
大

き
な
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

県
警
察
音
楽
隊
の
コ
ン
サ
ー
ト

は
祖
父
母
学
級
の
後
。
堀
田
陽
一

楽
長
以
下
25
人
が
、
ア
ン
パ
ン
マ

ン
マ
ー
チ
な
ど
園
児
が
大
好
き
な

曲
を
次
々
に
披
露
。
合
間
に
御
船

署
の
交
通
講
話
も
あ
り
ま
し
た
。
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漢
字
大
会
全
て
百
点

　

ぼ
く
の
今
年
の
目
標
は
、
全
て

の
漢
字
テ
ス
ト
を
百
点
満
点
に
す

る
こ
と
で
す
。

　

５
年
生
に
な
っ
て
漢
字
大
会

の
テ
ス
ト
は
、
三
回
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
百
点
を
と
っ
た
の

は
一
回
で
、
あ
と
の
二
回
は
も
う

ち
ょ
っ
と
で
、
百
点
が
と
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
だ
か
ら
、
家
で
も
っ

と
練
習
を
が
ん
ば
っ
て
全
て
の
テ

ス
ト
で
百
点
を
と
り
た
い
で
す
。

西小５年

今
いま

井
い

　蒼
そう

太
た

　

部
活
の
バ
ス
ケ
を
が
ん
ば
る

　

私
の
今
年
の
目
標
は
、
バ
ス
ケ

の
大
会
で
ゴ
ー
ル
を
決
め
る
こ
と

で
す
。

　

私
は
、
試
合
で
１
ゴ
ー
ル
し
か

決
め
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
今
年

は
、
チ
ー
ム
の
み
ん
な
で
、
相
手

を
ぬ
い
て
シ
ュ
ー
ト
を
す
る
練
習

や
遠
く
か
ら
の
シ
ュ
ー
ト
、
下
か

ら
の
バ
ウ
ン
ド
パ
ス
な
ど
の
色
々

な
練
習
を
し
て
、
試
合
で
勝
て
る

よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。 東小５年

井
いのうえ

上　聖
きよ

華
か

　

め
ん
ど
く
さ
が
ら
な
い

　

ぼ
く
は
今
年
、
ど
ん
な
こ
と
も

め
ん
ど
く
さ
が
ら
ず
に
や
る
と
い

う
こ
と
を
目
標
に
、
が
ん
ば
ろ
う

と
思
い
ま
す
。

　

今
ま
で
め
ん
ど
く
さ
が
っ
て
あ

き
ら
め
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、

今
年
は
め
ん
ど
く
さ
が
ら
ず
、
楽

し
ん
だ
り
興
味
を
も
っ
た
り
し
て

や
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
ず
っ
と
続
け
て
い
け
る

よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。 東小５年

坂
さかもと

本　璃
り

久
く

学
校
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
た
め
に 

　

私
た
ち
は
今
年
６
年
生
に
な
り
、

西
小
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
ま
す
。

　

よ
い
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
た
め
に

私
が
が
ん
ば
る
こ
と
は
、
下
級
生

の
手
本
に
な
る
行
動
を
す
る
こ
と

で
す
。
特
に
あ
い
さ
つ
の
声
を
大

き
く
、
は
き
は
き
と
言
う
こ
と
を

が
ん
ば
っ
て
お
手
本
に
な
り
た
い

で
す
。
み
ん
な
か
ら
た
よ
り
に
さ

れ
る
リ
ー
ダ
ー
に
な
れ
る
よ
う
に

が
ん
ば
り
ま
す
。

西小５年

岡
おか

田
だ

 ひかる

　

ぼ
く
の
夢

　

ぼ
く
の
夢
は
、
サ
ッ
カ
ー
選
手

に
な
る
こ
と
で
す
。

　

今
年
は
、
最
上
級
生
に
な
る
か

ら
、
そ
れ
に
は
じ
な
い
プ
レ
ー
や

気
持
ち
を
持
ち
た
い
で
す
。

　

そ
れ
に
は
日
ご
ろ
の
行
動
や
言

葉
づ
か
い
に
気
を
つ
け
、
サ
ッ

カ
ー
も
大
事
だ
け
ど
勉
強
も
大
事

だ
か
ら
両
立
さ
せ
た
い
で
す
。
だ

か
ら
夢
を
達
成
で
き
る
よ
う
に
が

ん
ば
り
た
い
で
す
。

西小５年

古
こ

場
ば

　琉
りゅうと

仁

　

今
年
も
が
ん
ば
る
ぞ
!!

　

今
年
の
目
標
は
部
活
と
勉
強
を

が
ん
ば
る
こ
と
で
す
。

　

部
活
は
、
バ
ス
ケ
で
す
。
も
っ

と
ド
リ
ブ
ル
や
シ
ュ
ー
ト
な
ど
が

う
ま
く
な
っ
て
相
手
に
勝
ち
た
い

で
す
。

　

勉
強
は
、
中
学
生
に
な
る
と
、

も
っ
と
む
ず
か
し
く
な
る
の
で
、

今
の
う
ち
か
ら
、
予
習
・
復
習
を

し
て
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

東小５年

中
なかとみ

冨　桃
も

香
か

　

体
育
を
が
ん
ば
る

　

ぼ
く
が
今
年
が
ん
ば
る
こ
と
は
、

体
育
で
す
。
ぼ
く
は
運
動
が
大
好

き
で
す
。
特
に
走
る
こ
と
が
好
き

で
す
。
持
久
走
で
自
己
ベ
ス
ト
を

出
す
の
が
目
標
で
す
。
今
年
は
３

㌔
で
す
。
ラ
ン
ラ
ン
タ
イ
ム
で
、

同
じ
ペ
ー
ス
で
走
れ
る
よ
う
に
練

習
し
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
部
で
も

い
っ
ぱ
い
走
り
ま
す
。
体
力
を
つ

け
て
、
い
い
記
録
が
出
る
よ
う
に

が
ん
ば
り
ま
す
。

東小５年

永
なが

瀬
せ

　結
ゆう

貴
き

　

将
来
の
夢
に
向
か
っ
て

　

私
の
将
来
の
夢
は
、
薬
剤
師
に

な
る
こ
と
で
す
。

　

水
俣
病
み
た
い
な
治
せ
な
い
病

気
で
も
、
作
っ
た
薬
で
治
し
た
い

で
す
。
抗
が
ん
剤
の
副
作
用
も
な

く
せ
る
よ
う
な
薬
も
作
っ
て
、
が

ん
に
な
っ
た
人
の
な
や
み
を
な
く

し
て
あ
げ
た
い
で
す
。
薬
剤
師
は
、

算
数
と
理
科
が
大
切
な
の
で
、
夢

を
か
な
え
ら
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば

り
た
い
で
す
。

西小５年

岡
おかもと

本　乃
の

彩
あ

今年の目標今年の目標
 将来の夢！ 将来の夢！

嘉島東・西小学校の５年生はことし年男と年女。
最上級の６年生になります。今年の目標や将来
の夢を両小の８人に寄せてもらいました。

（順不同。敬称略）

年
男

 
年
女
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下
・
上
仲
間　

新
規
２
社
進
出

外
構
エ
ク
ス
テ
リ
ア

販
売
施
工
業　

日  

新  

産  

業

く
企
業
進
出
で
す
。

　

熊
本
交
通
運
輸
は
昭
和
47
年
創

業
。
県
内
外
に
物
流
拠
点
を
置
い

て
長
距
離
や
専
属
、
精
密
機
器
、

引
っ
越
し
な
ど
多
様
な
輸
送
を
展

開
、
金
剛
や
嘉
島
リ
バ
ゾ
ン
内
の

企
業
も
取
引
先
で
す
。
従
業
員
は

約
３
０
０
人
。
用
地
は
約
０
・
８

㌶
。
物
流
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
鉄

骨
平
屋
の
建
屋
３
棟
を
建
設
。
平

成
30
年
春
に
従
業
員
約
20
人
で
稼

働
開
始
、
将
来
は
全
員
地
元
雇
用

の
予
定
で
す
。

　

日
新
産
業
は
昭
和
31
年
創
業
。

フ
ェ
ン
ス
や
エ
ク
ス
テ
リ
ア
の
販

売
施
工
業
を
展
開
。
嘉
島
町
の
幼

稚
園
や
サ
ン
ト
リ
ー
九
州
熊
本
工

場
、
町
運
動
公
園
な
ど
の
フ
ェ
ン

ス
工
事
も
手
掛
け
て
い
ま
す
。
従

業
員
は
５
人
。
用
地
は
０
・
35
㌶
。

熊
本
市
内
の
本
社
が
熊
本
地
震
で

被
災
、
仮
事
務
所
で
営
業
し
て
い

ま
す
が
、
今
年
夏
ご
ろ
、
環
境
や

景
観
に
配
慮
し
た
木
造
平
屋
の
本

社
事
務
所
建
設
に
着
工
、
年
内
移

転
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

下
仲
間
・
上
仲
間
の
地
区
計
画

区
域
内
に
こ
の
ほ
ど
、
新
た
に
２

社
の
進
出
が
決
ま
り
ま
し
た
。

 

２
社
は
、
輸
送
業
の
熊
本
交
通

運
輸
㈱
（
本
社
・
益
城
町
）
と
、

外
構
エ
ク
ス
テ
リ
ア
販
売
施
工
業

の
日
新
産
業
㈱
（
本
社
・
熊
本
市

中
央
区
）。
今
春
に
も
工
場
建
設

を
始
め
る
移
動
棚
製
造
の
金
剛
㈱
、

化
粧
箱
製
造
の
㈱
倉
岡
紙
工
に
続

熊本交通運輸の進出予定地（手前）。
日新産業の進出予定地は中央奥

運　

送　

業　

熊
本
交
通
運
輸

　

宮
崎
市
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
「
半
九
レ
イ
ン
ボ
ー
」

（
澤
山
貴
尊
理
事
長
）
は
11
月
26

日
、
下
仲
間
と
上
仲
間
の
仮
設
団

地
を
訪
問
。
団
地
住
民
と
軽
ス

ポ
ー
ツ
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し

み
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
６
月
か
ら
９
月
ま

で
３
回
に
わ
た
っ
て
、
熊
本
地
震

被
災
者
の
避
難
所
に
な
っ
て
い
た

町
民
体
育
館
を
訪
問
、
宮
崎
産
地

鶏
の
炭
火
焼
き
の
炊
き
出
し
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
実
施
。
そ
の
縁
で
今

回
、
澤
山
理
事
長
た
ち
３
人
が
来

町
し
ま
し
た
。

ボランティアとの交流を楽しんだ
上仲間仮設団地の皆さん

　

各
団
地
で
は
、
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
の
的
当
て
や
地
鶏
炭
火

焼
き
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
を
一
緒

に
楽
し
み
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら

は
、
笑
顔
や
拍
手
も
わ
き
、
話
も

弾
ん
で
い
ま
し
た
。

仮
設
団
地
で
楽
し
く
交
流

宮
崎
・
半
九
レ
イ
ン
ボ
ー

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
そ
っ
と
の
ぞ
い
て
み
て

ご
ら
ん
」
施
設
訪
問

車
い
す
は
ピ
カ
ピ
カ

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
そ
っ
と

の
ぞ
い
て
み
て
ご
ら
ん
」
の
皆
さ

ん
が
12
月
12
日
、
上
六
嘉
の
小
規

模
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
か
し
ま
ス

マ
イ
ル
で
、
利
用
者
が
使
用
し
て

い
る
車
い
す
を
清
掃
し
ま
し
た
。

　
「
新
し
い
年
を
気
持
ち
良
く
迎

え
ら
れ
る
よ
う
に
」
と
代
表
の
鷹

木
ヨ
シ
エ
さ
ん
た
ち
7
人
が
訪
問
。

持
参
の
歯
ブ
ラ
シ
や
布
、
割
り
ば

し
な
ど
を
使
っ
て
１
台
ず
つ
細
か

な
と
こ
ろ
ま
で
丁
寧
に
清
掃
。
ピ

カ
ピ
カ
に
な
っ
た
車
い
す
に
、
利

用
者
は
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

講師の坂口さん

滝
河
原
サ
ロ
ン
き
ず
な

元
力
士
の
楽
し
い
講
話

　

高
齢
者
の
健
康
維
持
を
図
る
活

動
を
続
け
て
い
る
滝
河
原
サ
ロ
ン

き
ず
な
は
12
月
14
日
、
今
年
最
後

の
例
会
を
滝
河
原
公
民
館
で
開
催
。

約
35
人
が
参
加
。
井
寺
出
身
の
元

力
士
坂
口
幹
夫
さ
ん
が
講
話
。
力

士
時
代
の
体
験
に
基
づ
き
、
裏
話

も
含
め
て
楽
し
い
話
が
あ
り
、
参

加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

　

サ
ロ
ン
リ
ー
ダ
ー
の
心
づ
く
し

の
料
理
を
味
わ
い
、
交
流
を
楽
し

み
ま
し
た
。
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嘉
島
町
文
化
セ
ン
タ
ー
文
化
祭

は
12
月
10
日
、
同
セ
ン
タ
ー
で
開

催
。
約
90
人
が
来
場
。
踊
り
や
歌
、

作
品
展
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

小
学
生
の
作
文
発
表
で
幕
を
開

け
た
舞
台
で
は
、
教
室
受
講
者
が

日
本
舞
踊
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ダ
ン
ス
を
披
露
。
太
極
柔
力
球
や

町
同
研
サ
ー
ク
ル
と
中
学
生
に
よ

る
劇
、
人
権
バ
ン
ド
の
演
奏
な
ど

も
あ
り
ま
し
た
。

　

壁
や
廊
下
に
は
児
童
の
絵
や
版

画
、
手
芸
教
室
、
書
道
教
室
な
ど

の
作
品
展
も
あ
り
ま
し
た
。

　

親
子
会
や
老
人
会
な
ど
が
作
っ

た
煮
込
み
う
ど
ん
や
お
に
ぎ
り
も

ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

舞
台
発
表
・
作
品
展

文
化
セ
ン
タ
ー
文
化
祭

図
書
室
か
ら

開
館
日　

火
曜
日
〜
日
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間　
９
時
〜
17
時

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
時
は
翌
日
）・

12
月
28
日
〜
１
月
３
日

☎
２
３
７

－

０
０
５
８

嘉  島  町  民  会  館
熊本地震による被災のため、ホール「アクア」と会議室等は当分の間、利用できません。ご了承ください。

○お問い合わせ先：教育委員会　☎237－0058

《
１
〜
２
月
の
休
館
日
》

　

１
月
16
、
23
、
30
日

　

２
月
６
、
13
、
20
、
27
日

※
臨
時
休
館
（
蔵
書
整
理
の
た
め
）

　

１
月
31
日
（
火
）
〜
２
月
３
日
（
金
）

※
休
館
日
も
会
館
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
は
利

用
で
き
ま
す
。

※
地
震
被
害
で
、
借
り
て
い
る
本
を
返

せ
な
く
な
っ
た
方
は
、
図
書
室
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

※借出と返却のほか、閲覧、
　学習もできるようになりま
　した。

　熊本市との間で締結した連携中枢都市圏構想に伴う協定書により、嘉島町の皆さんも、
熊本市立図書館をはじめ植木、城南、森都心プラザ、とみあいなどの図書館と同市公民
館図書室を利用できるようになりました。
　各図書館（室）で免許証や保険証など住所とお名前が分かるものを提示、利用カード
を作ってご利用ください。
　ただし、図書の借出と返却は熊本市の図書館・図書室に限られ、熊本市内で借りた本
を嘉島町民会館図書室で返すことはできません。

熊本市の図書館・図書室が利用できます！

おすすめ本
聖の青春
 大崎善生
スコーレ　№４
 宮下奈都
ボクの妻と結婚してください。正・続
 樋口卓治
仇敵
 池井戸潤
７デイズ　日韓特命調査ファイル
 五十嵐貴久
売国
 真山仁
続・時をかける少女
 石山透
読売新聞特別縮刷版　熊本地震
 読売新聞社
暮らしのヒント集４
 暮しの手帖社

ぼくはこうして生き残った！④東日本大震災
ローレンス・ターシス著

 河井直子訳　ヒョーゴノスケ絵
読めばわかる！ことわざ
 監修/田中友樹
また　おこられてん
 作　小西貴士　絵　石川えりこ
キョウリュウがほしい
 ハーウィン・オラム　きたむらさとし
おひめさまはねむりたくないけれど
　　さく：メアリー・ルージュ　え：パメラ・
　　　ザガレンスキー　やく：浜崎絵梨
ぼく　もうなかないぞ
 守屋正恵・さく　いもとようこ・え
シマウマだけどウサギ
 本信公久

　

こ
の
本
は
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
・

ジ
ョ
ブ
ズ
の
伝
記
で
す
。
ジ
ョ
ブ

ズ
本
人
と
彼
の
周
囲
の
人
々
へ
の

取
材
に
よ
っ
て
、
あ
り
の
ま
ま
の

人
物
像
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

読
み
手
に
よ
っ
て
は
不
快
感
を

持
っ
て
も
何
ら
不
思
議
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
の
自
由

奔
放
な
生
き
方
は
多
く
の
犠
牲
の

上
に
成
立
し
て
い
る
も
の
だ
か
ら

で
す
。
社
会
に
属
す
と
人
は
協
調

と
妥
協
に
慣
ら
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

そ
う
し
て
蓄
積
さ
れ
た
安
心
感
と

無
力
感
を
、
ジ
ョ
ブ
ズ
と
い
う
人

は
真
っ
向
か
ら
否
定
し
ま
す
。

　

人
生
が
退
屈
だ
と
感
じ
て
い
る

人
に
こ
そ
、
こ
の
本
を
読
ん
で
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

「Steve Jobs 

ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
Ⅰ
」

　
　

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ア
イ
ザ
ッ
ク
ソ
ン

　
　

井
口
耕
二　

訳 

講
談
社

吉
田 

彩
花 

さ
ん
（
上
島
）

舞台発表もにぎわった文化祭
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予
定
通
り
に
接
種
が
出
来
ず
に
、
大

変
ご
心
配
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

後
期
高
齢
者
歯
科
口
腔
健
診
の

受
診
は
お
済
み
で
す
か
？

　

受
診
で
き
る
期
間
は
、
2
月
28
日
ま

で
で
す
。

　

対
象
者
に
は
昨
年
9
月
、
区
長
さ
ん

を
通
じ
て
『
通
知
及
び
受
診
券
』
を
配

布
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
降
に
75
歳
の

お
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
方
に
は
順
次
、

直
接
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

　

歯
や
歯
ぐ
き
、
入
れ
歯
等
口
の
健
康

は
、
口
の
中
だ
け
に
と
ど
ま
る
も
の
で

は
な
く
、
か
ら
だ
全
身
の
健
康
に
影
響

す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が

い
き
い
き
と
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
で

予
防
接
種
・
健
診

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種
は

早
め
の
予
約
を

　

現
在
、
麻
し
ん
の
広
域
的
発
生
に
よ

る
任
意
接
種
の
増
加
等
に
よ
り
、
医
療

機
関
に
お
い
て
麻
し
ん
風
し
ん
ワ
ク
チ

ン
の
偏
在
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
医
療
機
関
で
予
約
を
し

て
も
す
ぐ
に
接
種
が
で
き
な
い
状
況
が

続
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
麻
し
ん
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の

偏
在
は
解
消
さ
れ
る
見
込
み
で
は
あ
り

ま
す
。

　

し
か
し
、
解
消
時
期
は
不
明
で
す
の

で
、
接
種
希
望
の
方
は
、
ワ
ク
チ
ン
の

確
保
が
で
き
次
第
直
ち
に
接
種
で
き
る

よ
う
医
療
機
関
に
速
や
か
に
予
約
を
し

て
下
さ
い
。

き
る
よ
う
、
年
に
1
回
は
歯
科
口
腔
健

診
を
受
け
、
歯
と
口
の
健
康
を
保
ち
ま

し
ょ
う
。

○
対
象
者　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に

加
入
さ
れ
て
い
る
方

○
受
診
期
間　

2
月
28
日
（
火
）
ま
で

○
個
人
負
担
金　

４
０
０
円

○
実
施
機
関　

上
益
城
郡
歯
科
医
師
会

に
加
入
の
歯
科
医
療
機
関

※
受
診
を
希
望
す
る
方
は
、
通
知
裏
面

に
記
載
の
歯
科
医
療
機
関
の
う
ち
希
望

の
機
関
に
事
前
予
約
、
通
知
及
び
受
診

券
・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
期
間
を
過
ぎ
る

と
受
診
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
早
め
に

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係　

☎
２
３
７－

２
５
７
４

採
用
試
験
・
作
業
員
募
集

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
採
用
試
験

○
試
験
職
種　

介
護
支
援
専
門
員

○
採
用
予
定
人
員　

１
名

○
受
験
資
格

　

 

昭
和
52
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
者
で
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を

有
す
る
も
の

○
試
験
の
内
容

・
第
１
次
試
験　

教
養
・
作
文

・
第
２
次
試
験　

面
接

○
試
験
日
時
及
び
場
所

・
第
一
次
試
験　

２
月
19
日
（
日
）

　
　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
第
二
次
試
験　

　
　

第
一
次
試
験
合
格
者
に
別
途
通
知

○
受
付
期
間　

１
月
23
日
（
月
）
か
ら

　
　
　
　
　
　

２
月
３
日
（
金
）
ま
で

※ 

土
・
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
ま
で
。
郵
送
は
２
月
３
日

消
印
ま
で
有
効
。

○
職
務
の
内
容

　

 

嘉
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

業
務
に
従
事

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
（
担
当　

石
坂
）

☎
２
３
７－

２
８
９
１

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
・
整
理

作
業
員
募
集

○
募
集
人
員

・
発
掘
調
査　

25
人
程
度

・
整
理
作
業　

23
人
程
度

○
受
付
期
間

　

１
月
23
日
（
月
）
〜
２
月
17
日
（
金
）

　

 

※
土
・
日
を
除
く
（
郵
送
は
２
月
17

日
消
印
有
効
）

○
手
続
き

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
ま
た
は
町
公
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要
介
護
３
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い
る

方
を
介
護
し
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、

平
成
28
年
１
月
１
日
か
ら
同
年
12
月
31

日
ま
で
の
１
年
間
で
施
設
入
所（
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
ィ
等
）
及
び
入
院
期
間
が
合
わ

せ
て
４
カ
月
（
１
２
２
日
）
を
超
え
て

い
な
い
方

○
支
給
額　

　

１
万
円
（
年
１
回
３
月
支
給
）

○
申
請
方
法　

２
月
10
日
（
金
）
ま
で

に
、
印
鑑
・
介
護
保
険
証
を
持
参
の
う

え
、
嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
設
置

の
申
請
書
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
支
給
決
定　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議

会
で
調
査
の
う
え
決
定
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

健
康
運
動
教
室

冬
太
り
を
解
消
し
よ
う
！

「
引
っ
込
め
お
腹
！
燃
え
ろ
体
脂
肪
！
」

　

日
頃
か
ら
手
軽
に
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
な
ど
の
有
酸
素
運
動
や
ス
ト
レ
ッ

チ
な
ど
の
運
動
を
行
い
ま
す
。
生
活
習

慣
病
、
体
力
の
維
持
・
増
進
、
ダ
イ

エ
ッ
ト
に
効
果
的
な
運
動
方
法
を
身
に

付
け
て
、
楽
し
く
運
動
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

民
館
で
配
布
し
て
い
る
申
込
書
類
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
又
は
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

○
試
験
の
種
類

　

書
類
の
審
査
。
必
要
に
応
じ
て
実
技

試
験
を
実
施

○
職
務
の
内
容

　

発
掘
調
査
現
場
で
の
掘
削
作
業
、
町

公
民
館
で
の
整
理
事
務
に
従
事

【
お
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　
　

嘉
島
町
公
民
館
（
上
島
９
１
７
）

☎
２
８
４－

１
７
５
３

医
療
費
還
付

国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
等

還
付
手
続
き

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
に
よ
り
被
災
さ

れ
た
方
で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方

は
医
療
費
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
既
に
支

払
っ
た
医
療
費
等
は
還
付
申
請
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　

還
付
は
２
月
診
療
分
ま
で
が
対
象
で
、

申
請
期
限
は
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

領
収
書
等
を
お
持
ち
の
方
は
、
早
め

の
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
申
請
受
付
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

職
権
で
減
失
登
記

倒
壊
建
物
の
職
権
滅
失
登
記

　

熊
本
地
震
に
よ
り
倒
壊
等
し
た
建
物

の
滅
失
登
記
は
所
有
者
の
申
請
に
よ
ら

ず
、
登
記
官
の
職
権
で
順
次
行
い
ま
す
。

特
に
急
が
れ
る
場
合
を
除
い
て
、
自
ら

「
建
物
滅
失
登
記
」
を
申
請
し
て
い
た

だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

被
災
さ
れ
た
方
々
の
滅
失
登
記
手
続

き
の
負
担
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
被

災
地
の
速
や
か
な
復
興
を
進
め
る
た
め

で
す
。
職
権
で
滅
失
登
記
を
行
っ
た
場

合
は
、
法
務
局
か
ら
所
有
者
の
方
々
に

登
記
完
了
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

　

建
物
の
倒
壊
が
一
部
分
の
た
め
、
全

体
が
滅
失
し
た
と
は
認
定
で
き
な
い
場

合
や
、
敷
地
内
に
複
数
の
建
物
が
あ
り
、

主
で
あ
る
建
物
の
み
が
倒
壊
し
た
場
合

は
、
職
権
に
よ
る
滅
失
登
記
の
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。
ご
了
承
下
さ
い
。

　

現
地
で
の
確
認
作
業
や
被
災
建
物
の

所
有
者
・
居
住
者
の
方
々
か
ら
の
聞
き

取
り
作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
地
方
法
務
局

☎
３
６
４－

２
２
２
１

子
育
て

幼
光
保
育
園
で
園
庭
開
放

○
日
時

　

１
月
19
日
（
木
）
10
時
〜
11
時
半

○
場
所　

幼
光
保
育
園　

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま

で
に
保
育
園
へ
予
約
し
、
当
日
は
必
ず

保
護
者
同
伴
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
が
一
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、

す
べ
て
保
護
者
の
責
任
と
な
り
ま
す
の

で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

園
庭
開
放
だ
け
で
な
く
、
個
別
の
園

見
学
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　
　

幼
光
保
育
園

☎
２
３
７－

０
６
０
１

そ
の
他
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
は

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

介
護
手
当

在
宅
介
護
者
手
当

　

嘉
島
町
内
の
自
宅
で
家
族
を
介
護
し
、

次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
に
、
慰

労
金
と
し
て
「
在
宅
介
護
者
手
当
」
を

支
給
し
ま
す
。

○
要
件　

基
準
日
（
平
成
29
年
１
月
１

日
）
に
お
い
て
６
カ
月
以
上
の
期
間
、
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環
境下

水
道
使
用
上
の
マ
ナ
ー

　

一
般
家
庭
の
ス
ト
ー
ブ
等
の
暖
房
機

器
に
残
っ
た
灯
油
や
ガ
ソ
リ
ン
等
は
絶

対
に
下
水
道
に
流
さ
な
い
で
下
さ
い
。

　

揮
発
性
の
高
い
危
険
物
を
流
す
と
下

水
管
の
中
で
爆
発
し
た
り
、
管
を
損
傷

し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
絶

対
に
お
止
め
下
さ
い
。

　

昨
年
か
ら
残
っ
た
灯
油
や
ガ
ソ
リ
ン

の
処
分
は
、
お
近
く
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
に
ご
相
談
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
建
設
課
下
水
道
係

☎
２
３
７－

２
５
９
７

飲
料
水
の
水
質
検
査

　

嘉
島
町
は
、
家
庭
用
飲
料
水
の
水
質

検
査
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
の
井
戸
水
が
飲
料
水
と
し
て

適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
検
査
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

検
査
は
、
検
査
業
者
が
訪
問
し
て
採

水
、
そ
の
結
果
が
後
日
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

検
査
費
用
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
検
査
費
用

　

11
項
目　

３
２
４
０
円
程
度

※
項
目
数
等
で
費
用
額
が
異
な
り
ま
す
。

○
対
象　

嘉
島
町
在
住
で
35
〜
74
歳
、
軽
い
運
動

が
可
能
な
方
。
15
人
程
度　

○
日
程

　

①
2
月
2
日
（
木
）

　

②
2
月
8
日
（
水
）

　

③
2
月
15
日
（
水
）

　
　

午
後
2
時
〜
3
時
半

○
場
所　

嘉
島
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
内
容　

有
酸
素
運
動
や
ス
ト
レ
ッ
チ

○
申
し
込
み　

１
月
26
日
（
木
）
ま
で

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
予

定
人
数
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

○
参
加
費　

無
料

【
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
先
】

　
　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

ラ
ジ
オ
体
操
＆
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
は
町
民

の
皆
様
の
健
康
増
進
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
月

１
回
（
基
本
第
１
日
曜
日
）、
熊
本
弁

で
解
説
す
る
約
５
分
間
の
ラ
ジ
オ
体
操

と
30
分
程
度
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
実
施

し
ま
す
。

　

参
加
費
等
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
下
さ
い
。

○
第
４
回
日
時　

　

２
月
５
日
（
日
）
午
前
８
時

○
場
所

・
ラ
ジ
オ
体
操　

中
学
校
運
動
場

・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ　

中
学
校
周
辺

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ

　
　

事
務
局
（
町
教
育
委
員
会
内
）

☎
２
３
７－

０
０
５
８

新
春
５
人
制
サ
ッ
カ
ー
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

　

サ
ッ
カ
ー
愛
好
者
に
よ
る
５
人
制
の

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　

１
月
29
日
（
日
）
９
時
開
会

○
場
所　

嘉
島
町
ス
ポ
ー
ツ
交
流
広
場

○
参
加
資
格

　

中
学
生
以
上
（
男
女
不
問
）

　

１
チ
ー
ム
５
〜
10
名
（
う
ち
代
表
者

　

１
人
）

　

参
加
チ
ー
ム
数
を
12
チ
ー
ム
以
内
と

　

す
る
た
め
、
受
付
順
に
決
定

○
参
加
申
込
期
間

　

１
月
16
日
（
月
）
〜
１
月
23
日
（
月
）

　
（
閉
庁
日
を
除
く
８
時
半
〜
17
時
）

○
参
加
料　

　

３
０
０
０
円　

※
申
込
時
に
納
入

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
体
育
協
会
サ
ッ
カ
ー
部

　
　

杉
本
（
町
役
場
建
設
課
内
）

☎
２
３
７－

２
５
９
７

○
補
助
金
の
額

　

検
査
費
用
の
２
分
の
１
（
百
円
未
満

切
り
捨
て
）。
後
日
交
付
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９

相　

談　
心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
、
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
料
は
、
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

１
月
25
日
（
水
）　

弁
護
士

　

２
月
22
日
（
水
）　

弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

定
員
（
原
則
４
名
）
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間　

13
時
半
〜
15
時
半

　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１
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若
年
無
業
者
就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

学
校
卒
業
後
、
中
途
退
学
後
、
離
職

後
な
ど
様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
無
業
状

態
に
あ
る
若
者
（
15
歳
〜
39
歳
）
と
ご

家
族
を
対
象
に
就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。

　

前
半
は
当
事
業
所
の
取
り
組
み
や
ご

本
人
及
び
ご
家
族
の
体
験
談
等
を
紹
介
、

後
半
は
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

○
日
時　

　

１
月
18
日
（
水
）
14
時
〜
17
時

○
会
場　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
益
城

○
参
加
費　

無
料

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
ー
さ
ぁ
く
ま
も
と
若
者

　
　

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
３
６
５－

０
１
１
７

お
仕
事
探
し
の
お
手
伝
い

　

熊
本
県
は
上
益
城
地
域
振
興
局
内

（
１
階
福
祉
課
前
）
に
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・

上
益
城
ブ
ラ
ン
チ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

就
職
に
関
す
る
相
談
な
ど
、
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
内
容

・
就
職
に
関
す
る
様
々
な
相
談

・
適
性
診
断

・ 

履
歴
書
や
職
務
経
歴
書
作
成
の
ア

ド
バ
イ
ス

・
面
接
練
習
や
対
策

あ
な
た
を
守
る
！
消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
消
費
生
活
相
談
室
は
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
等
の
契
約
問
題
、
商

品
、
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
、
悪
徳
商
法

な
ど
、
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に

向
け
て
、
消
費
生
活
相
談
員
が
無
料
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
で
も
聞
い
て
い
い
の

か
し
ら
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
で
も
構

い
ま
せ
ん
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
２－

１
１
１
１

　
　

 （
※
熊
本
地
震
の
た
め
、
御
船
町

で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
）

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－

１
１
１
１

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－

７
２－

３
１
３
３

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

司
法
書
士
会
の
無
料
相
談
会

　

熊
本
県
司
法
書
士
会
が
、
毎
年
２
月

を
「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月

間
」
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

受
付
内
容
は
、
登
記
・
相
続
人
に
関

す
る
こ
と
、
遺
言
・
遺
産
に
関
す
る
こ

と
、
税
金
に
関
す
る
こ
と
、
そ
の
他
相

続
全
般
に
関
す
る
こ
と
で
す
。

　

な
お
、
税
理
士
に
よ
る
相
続
等
に
関

す
る
税
務
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

○
日
時

　

２
月
４
日
（
土
）
10
時
〜
15
時

○
場
所

①
宇
城
会
場　

ウ
イ
ン
グ
ま
つ
ば
せ

②
御
船
会
場　

御
船
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
司
法
書
士
宇
城
支
部

☎
２
０
１－

４
９
９
２

最
低
賃
金

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

使
用
者
も
、
労
働
者
も

熊
本
県
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
地
域
別
最
低
賃
金　
　
　

７
１
５
円

○
産
業
別
最
低
賃
金 

・ 

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、

電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器

具
製
造
業　

　
　
　
　
　

７
５
９
円

・ 

自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業
、
船
舶

製
造
・
修
理
業
、
舶
用
機
関
製
造
業

８
０
８
円

・
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー
７
１
５
円

※
適
用
範
囲
有

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

☎
３
５
５－

３
２
０
２

雇
用
・
就
活
・
訓
練
生

雇
用
保
険
の
適
用
拡
大

　

65
歳
以
上
の
方
の
雇
用
保
険
適
用
拡

大
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

○
拡
大
の
対
象

①
平
成
29
年
１
月
１
日
以
降
、
新
た
に

65
歳
以
上
の
労
働
者
を
雇
用
し
た
場
合

②
平
成
28
年
12
月
末
ま
で
に
65
歳
以
上

の
労
働
者
を
雇
用
し
、
平
成
29
年
１
月

１
日
以
降
も
継
続
し
て
雇
用
し
て
い
る

場
合

　

①
と
②
に
該
当
す
る
場
合
で
、
１
週

間
の
労
働
時
間
が
20
時
間
以
上
で
あ
る

こ
と
や
、
31
日
以
上
の
雇
用
見
込
み
が

あ
る
こ
と
な
ど
の
適
用
要
件
に
該
当
す

れ
ば
、
雇
用
保
険
の
対
象
と
な
り
、
事

業
主
は
被
保
険
者
資
格
の
取
得
届
の
提

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
②
の
場
合
は
、
原
則
平
成
29

年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
届
の
提
出
を

行
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
益
城

☎
２
８
２－

０
０
７
７
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・ 

し
ご
と
開
拓
員
に
よ
る
企
業
訪
問

や
求
人
開
拓

・
保
護
者
の
面
談
等

○
利
用
時
間　

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※ 

土
・
日
・
祭
日
、
年
末
年
始
は
お
休

み
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
上
益
城
ブ
ラ
ン
チ

☎
２
８
２－

１
０
１
３

派
遣
労
働
者
セ
ミ
ナ
ー

　

派
遣
労
働
者
や
こ
れ
か
ら
派
遣
労
働

と
い
う
働
き
方
を
お
考
え
の
方
を
対
象

に
開
催
し
ま
す
。

○
日
時
・
場
所

①
１
月
25
日
（
水
）
13
時
半
〜
16
時

　

熊
本
公
共
職
業
安
定
所

②
１
月
26
日
（
木
）
13
時
半
〜
16
時

　

菊
池
公
共
職
業
安
定
所

③
２
月
３
日
（
金
）
13
時
半
〜
16
時

　

八
代
公
共
職
業
安
定
所

○
内
容

①
説
明
会　

労
働
者
派
遣
法
と
労
働
者

派
遣
の
し
く
み
、
労
働
基
準
関
係
法
令

の
ポ
イ
ン
ト

②
相
談
会　

労
働
者
派
遣
・
労
働
基
準

法
に
関
す
る
こ
と
、
正
社
員
へ
の
就
職

等
の
相
談

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
労
働
局
需
給
調
整
事
業
室

　

☎
２
１
１－

１
７
３
１

身
体
障
が
い
者
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

開
発
訓
練
生
募
集

○
訓
練
内
容

　

情
報
処
理
技
術
習
得
訓
練　

２
年
間

○
訓
練
場
所

　

身
体
障
害
者
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
訓

練
セ
ン
タ
ー
（
益
城
町
）

○
応
募
資
格

　

身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
で
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
求
職
の
申
し
込
み
を
し
、
高

校
卒
業
（
卒
業
見
込
み
を
含
む
）
と
同

等
以
上
の
能
力
を
有
し
た
方
で
、
特
別

な
介
助
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
等

○
定
員　

10
人

○
募
集
締
切　

１
月
20
日
（
金
）

○
費
用　

教
材
費
等
約
５
万
３
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
年
間
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
３
７
８－

０
１
２
１

　

今
月
は
、
平
成
28
年
12
月
１
日
に

改
正
さ
れ
た
「
衣
類
等
の
繊
維
製
品

の
洗
濯
表
示
」
を
取
り
上
げ
ま
す
。

○
概
要

　

新
し
い
洗
濯
表
示
は
、
ド
ラ
ム
式

洗
濯
乾
燥
機
等
に
よ
る
「
タ
ン
ブ
ル

乾
燥
」、
色
柄
物
の
衣
料
品
等
の
漂

白
に
適
し
て
い
る「
酸
素
系
漂
白
剤
」

な
ど
新
し
い
洗
濯
記
号
の
追
加
、
適

用
温
度
の
細
か
な
設
定
な
ど
に
よ

り
、
洗
濯
記
号
の
種
類
が
22
か
ら
41

に
増
え
ま
し
た
。
ま
た
、
国
内
外
で

洗
濯
表
示
が
統
一
さ
れ
ま
す
。

　

代
表
例
は
左
記
の
通
り
で
す
。

○
改
正
の
メ
リ
ッ
ト

　

今
回
の
改
正
で
新
し
い
洗
濯
表
示

見
守
り
新
鮮

情
報
1
月
号

《
新
し
い
洗
濯
表
示
》

に
な
り
、
最
初
は
戸
惑
う
こ
と
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
繊
維
製
品
の
取

扱
い
に
関
す
る
よ
り
き
め
細
か
い
情

報
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
衣

類
等
の
縮
み
、
色
落
ち
な
ど
の
洗
濯

ト
ラ
ブ
ル
の
減
少
が
期
待
で
き
ま

す
。
ま
た
、
国
内
外
の
洗
濯
表
示
が

統
一
さ
れ
ま
す
の
で
、
海
外
の
衣
類

等
の
繊
維
製
品
の
取
扱
い
な
ど
が
円

滑
に
行
え
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。
新
し
い
洗
濯
表
示
を
覚
え

て
上
手
に
洗
濯
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
上
益

城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室
（
16

㌻
参
照
）
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

以前の洗濯表示（記号は例）

現行の洗濯表示（記号は例）

⬇

ウェットクリーニング
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☎ 

2
3
7

－

0
0
4
4

〜
交
通
死
亡
事
故
発
生
〜

　

12
月
３
日
の
昼
こ
ろ
、
北
甘
木
の

交
差
点
で
貨
物
ト
ラ
ッ
ク
と
自
転
車

に
よ
る
交
通
事
故
が
発
生
し
、
自
転

車
の
高
齢
男
性
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

歩
行
者
や
自
転
車
の
方
は
外
出
時
の

反
射
材
の
活
用
、
車
両
は
前
照
灯
の

早
め
点
灯
（
午
後
５
時
を
目
安
）、
上

向
き
点
灯
の
励
行
に
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○交通事故・刑法犯の発生状況　　（件数）平成 28 年 11 月末現在

交通事故 刑 法 犯

け
が
（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万
引
き

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H28.11 9 68 0 0 3 0 0 0

H28 累計 73 653 4 1 29 8 0 9

前年比 -2 -11 +1 ± 0 -10 +1 -9 -3

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H28.11 22 216 0 1 5 1 0 0

H28 累計 207 2269 17 7 39 23 2 20

前年比 -22 +287 +7 +5 -13 ± 0 -17 -8

〔発行者〕御船地区防犯協会連合会・御船警察署（☎ 282 － 1110　内線 261 ～ 264）

～みんなでつくろう
　　安全・安心の街～

１ 月 の 納 税 等 ３ 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談
町県民税…………………④　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 } ⑨　期介護保険料
保育所利用料……………１月分
下水道使用料………… 12月分
納期限日（口座振替日）
　　平成29年１月31日（火）

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 } ⑩　期介護保険料
保育所利用料……………３月分
下水道使用料……………２月分

納期限日（口座振替日）
　　平成29年３月31日（金）

毎月第２・第４水曜日
午後６時～午後８時

１月25日
２月 ８ 日

町税務課員が対応します。
☎ 237－2639（直通）

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認下さい。　“納税であなたが築く豊かな郷土”

１１０番は『 緊急通報専用電話 』です。
 ★１１０番通報する際は
　 ○何があったのか（事件か・事故か）
　 ○いつ　　　○どこで
　 ○犯人の人相、着衣、逃走方向、車
　 ○被害の状況、被害品
　 ○あなたの住所、氏名、電話番号
　等を落ち着いて係員にお話しください。

 ★携帯番号・PHSからの１１０番は
　 ○必ず止まってから通報してください。
　　 （車を運転しながらの通報はできません）
　　 （徒歩でも、移動しながらの通話は途切れることがあります）
　 ○通報場所を正確に伝えてください。
　　 （市町村名と目標となる建物や施設を告げてください）
　 ○通話終了後は、しばらく電源を切らないでください。
　　 （１１０番センターから不明な点をお尋ねする場合があります。）
　　 ★緊急事件・事故以外の用件は

　管轄の警察署や交番・駐在所、警察相談電話「383－9110」
　または＃9110を利用してください。
　☎ 御船警察署：282－1110　☎ 嘉島交番：237－0044
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人
権
問
題
の

　
　
　

正
し
い
理
解
の
た
め
に

〔その296〕

どのような差別があるのですか？
同和問題「差別の現実」

○
病
気
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
偏

見
や
差
別
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

　

感
染
症
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
予
防

及
び
治
療
と
い
っ
た
医
学
的
な
対
応
が

不
可
欠
で
す
が
、
そ
れ
と
と
も
に
、
患

者
や
家
族
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
意
識

の
解
消
な
ど
、
人
権
尊
重
の
視
点
も
重

要
で
す
。

　

難
病
は
種
類
も
多
く
、
個
人
差
が
あ

る
た
め
、
外
見
上
は
健
康
な
人
と
変
わ

ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

病
気
に
対
す
る
無
理
解
や
偏
見
に
よ
り

差
別
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
病
気
に
つ
い
て
正
し

く
理
解
し
、
こ
う
し
た
偏
見
や
差
別
を

払
拭
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

○
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
、
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
と
は
？

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
）
に
感
染
す
る
と
免
疫
力
が
低
下
し
、

様
々
な
感
染
症
に
か
か
っ
た
状
態
に
な

る
の
が
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
（
後
天
性
免
疫
不
全

症
候
群
）
で
す
。
現
在
、
治
療
法
の
発

達
に
よ
り
病
気
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
、
感
染
後
も
変
わ
ら

ぬ
社
会
生
活
を
送
る
人
が
増
え
て
い
ま

す
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
空
気
感
染
せ
ず
、
感
染
経

路
も
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
日
常
的
な

接
触
で
は
感
染
し
ま
せ
ん
。

○
難
病
と
は
？

　

発
病
の
機
構
が
不
明
で
、
治
療
法
が

確
立
し
て
い
な
い
希
少
な
疾
病
で
あ
り
、

長
期
に
わ
た
り
療
養
を
必
要
と
す
る
疾

病
で
す
。

○
ど
ん
な
課
題
が
あ
り
ま
す
か
？

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
等
の
感
染
症
を
め
ぐ
る
人
権

問
題　

病
気
に
対
す
る
知
識
不
足
に
よ

り
、
本
人
や
家
族
に
対
す
る
入
学
や
登

校
の
拒
否
、
職
場
や
医
療
現
場
で
の
差

別
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
な
ど
の
問
題

が
起
き
て
い
ま
す
。

・
難
病
を
め
ぐ
る
人
権
問
題　

　

難
病
は
、
長
期
に
わ
た
る
療
養
が
必

要
で
、
経
済
的
精
神
的
負
担
や
家
族
の

負
担
も
大
き
く
な
り
ま
す
。
外
見
で
は

ま
っ
た
く
変
化
が
な
い
場
合
も
あ
る
た

め
、
偏
見
や
差
別
を
恐
れ
て
病
気
を
隠

し
て
い
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

○
ど
ん
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
か
？ 

　

県
は
、
▼
熊
本
県
感
染
症
予
防
計
画

を
策
定
▼
熊
本
県
難
病
相
談
・
支
援
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
、
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

（
熊
本
県
人
権
同
和
政
策
課
啓
発
資
料
よ
り
）

　差別意識
　本人の人柄や能力とは直接関係のない出身地や
家族の状況を理由に、結婚に反対することなどが
あります。また、就職における不適切な質問や、
最近ではインターネットを利用した差別情報の掲
載などの問題も生じています。
　県内においても、個人に対する侮蔑や差別落書
き、差別発言などが起こっています。これらの問
題が起こる背景には、人々の観念や意識のうちに
潜在する根深い差別意識があります。
●人権擁護推進審議会答申より
　平成 11（1999）年７月、「人権教育及び啓発
に関する施策の総合的推進に関する基本的事項」
の答申では、日本には様々な人権侵害があるとし、
同和問題については、「結婚問題を中心に、地域に
より程度の差はあるものの依然として根深く存在
している。就職に際しての差別の問題や同和関係
者に対する差別発言、差別落書などの問題もある」
と指摘しています。

　ねたみ差別
　昭和 40（1965）年の同和対策審議会答申に基
づき、昭和 44（1969）年以降、法律による同和
対策事業が実施されました。それまでの差別の結
果によって生活環境面などに大きな格差があった
こと、さらにその格差が差別意識を助長するとい
うことを踏まえ、差別意識の悪循環を断ち切り、
同和問題を解決するために、国や地方団体は各種
の事業を進めてきました。
　ところが、このような事業が進んでくると、「同
和地区ばかり良くなるのはおかしい。これでは
『逆差別』ではないか。」という人がいます。しか
し、このことは「同和地区の人は、貧しいのが当
然だ。」という観念が潜んでいないでしょうか。こ
の観念があると、同和対策事業の実施で、ねたみ
が生じます。いわゆる「ねたみ差別」と言われる
ものです。

　　　　（熊本県人権啓発資料より）

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
⑨

「
感
染
症
・
難
病
等
を
め
ぐ
る
人
権
」

　

理
解
し
て
も
ら
え
な
く
て
…

　

理
解
し
て
も
ら
え
な
く
て
…
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「くまもと食で育む命・絆・夢プラン」に沿って
食育推進シリーズ

チキンクリームシチュー
〈材料〉　　　　 （２人分）
鶏もも肉　　　　1/2 枚
塩（下味用）　　　小さじ 1/4
じゃがいも　　　150ｇ
玉ねぎ　　　　　100ｇ
人参　　　　　　100ｇ
ブロッコリー　　1/4 個
小麦粉　　　　　大さじ 1 1/2
牛乳　　　　　　250ml
水　　　　　　　200ml
固形コンソメ　　1/2 個
ローリエ　　　　1/2 枚
こしょう　　　　少々
塩　　　　　　　小さじ 1/2
白ワイン　　　　大さじ 1/2
バター　　　　　大さじ１
サラダ油　　　　大さじ 1/2

〈作り方〉
① 　じゃがいもは４等分に切る。玉ねぎはくし型、人参
は乱切りにする。ブロッコリーは小房にし、下ゆでし
ておく。鶏肉は一口大に切り、塩で下味をつけ、サラ
ダ油の半分を使って軽く焼き色をつけて、一旦取り出
しておく。
② 　鍋に残りのサラダ油とバターを半分溶かして①の玉
ねぎを炒める。じゃがいもと人参も加えて炒め、全体
に油がまわるまで炒める。
③ 　②の火を止めて小麦粉を入れ、全体を混ぜたら中火
で炒める。牛乳、水、固形コンソメ、ローリエを加え
煮立たせる。
④ 　③を焦げ付かないようにかき混ぜながら、じゃがい
もに火が通るよう 15分～ 20分ほど煮る。
⑤ 　④に①の鶏肉を戻し入れ、塩こしょうを入れ、５分
程煮て、下茹でしたブロッコリー、白ワイン、残りの
バターを加えて味を調える。

（１人当たり　エネルギー 396kcal、たんぱく質 16.3g、
脂質 23.7g、食塩相当量 1.5g）

嘉島町食生活改善推進員協議会

　11 月 18日（金）下六嘉コミュニティセンターで西原公園仮設団地に入居されている方
と下六嘉サロンの方を対象に、会員を講師として牛乳についてのお話と新聞棒を使った体操
をし、下記の「チキンクリームシチュー」の試食を行いました。また、自宅から持ってきて
いただいた味噌汁の塩分測定を行いました。
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Souvenirs
　The other day, while cleaning his classroom, a pupil 
at Kashima East Elementary School Student asked 
me half-jokingly, "Why Did You Come to Japan?"
̶ in reference to the popular television program 
interviewing foreigners at airports.
　His question caused me to spend some time to 
reflect my original reasoning. I recalled I had already 
written some of the reasons I came to Japan in my 
application to become an ALT last year. 
　The most interaction I had with Japanese people 
was when I participated in an international Karate 
tournament in Australia when I was 12 years old. Many 
young Japanese children had come to participate, 
and when they saw me, they promptly introduced 
themselves in English and presented me with 
souvenirs from their hometowns. I got a pin from 
Osaka, origami from Sendai and even a spinning top 
from Kumamoto. With some amount of irony, I left 
Australia with more souvenirs from Japan than from 
Australia itself. From that point on, I was determined 
to learn more about Japan.
　Since coming here, I have been shocked again by 
generosity and warmth. An elementary school teacher 

gave me the new-crop rice that his family had harvested this year ̶ and not long after, A teacher 
at the junior high school gave me sea grapes from the school trip to Okinawa.
　For that reason, during I am here, I want to be able to give all the people I meet some souvenir 
by which they can remember Canada, in the hope that one day, you might visit Canada too. 

お土産
　先日、掃除の時間に東小５年生の児童に、冗談
半分で（空港で外国人にインタビューする人気番
組）「YOU は何しに日本へ？」って聞かれました。
その児童の質問を聞いて、私は日本に来るきっか
けについて再認識させられました。そして、去年
ＡＬＴの仕事に応募した時に出した書類に行きた
い理由をいくつか書いたことを思い出しました。
　これまで私が日本人と一番交流できたのは、12
歳の時オーストラリアで開かれた国際空手道大会
に参加した時でした。参加者の中に日本人の子ど
もたちが多くいて、私をパッと見た瞬間に近寄っ
てきて、ていねいに英語であいさつをして、地元
のお土産（大阪のピンブローチ、仙台の折り紙や
熊本のコマなど）をくれました。皮肉なことに、
オーストラリアから帰った時、オーストラリアの

お土産より、日本のお土産が多くありました。そ
のとき私は、日本のことをもっと知りたいと強く
心に思いました。
　嘉島に来てから、周りの人の温かさや思いやり
を肌で感じる機会があり、カルチャーショックを
受けました。たとえば、小学校の先生から新米も
いただいたり、それから間もなくして、沖縄への
修学旅行に行かれた中学校の先生から沖縄名産の
海ぶどうをいただいたりしました。
　そのような経験をして、私もここにいるうちに、
出会う人たちにできるだけ、何かカナダのお土産
をあげたいと思います。そして、カナダのことを
心に留め、いつの日かカナダに行きたいなと思っ
ていただければ嬉しいです。

（平成 28 年 12 月９日作成）

McDermott Lily Cynthia
マクダーモット・リリー・シンシア

新米と海ぶどうの夕飯
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わ
が
家
の
地
の
神
様
を
鎮
め
ん
と
神
様
の
声
し
み
わ
た
る 

大
塚
シ
ズ
子

還
暦
の
教
え
子
た
ち
に
「
こ
れ
か
ら
が
人
生
」
と
諭
す
八
十
歳
の
師 

川
原　

涼
子

霜
月
を
未
だ
咲
き
つ
ぐ
百
日
草
は
な
の
い
く
本
供
花
に
切
り
お
り 

北
澤
喜
美
子 

冷
蔵
庫
に
貼
る
三
枚
の
渋
川
煮
の
レ
シ
ピ
そ
れ
ぞ
れ
微
妙
に
違
う 

工
藤　

明
子

老
い
た
れ
ば
二
分
か
三
分
の
隙
見
せ
て
余
生
の
お
し
ゃ
れ
楽
し
み
て
を
り 

栗
﨑　

房
子

泥
水
に
ま
み
れ
た
古
時
計
ゆ
ず
ら
れ
て
赤
字
抱
く
様
に
夫
持
ち
帰
る 

栗
﨑　

廉
子

包
丁
の
裏
に
削こ

そ

げ
ば
地
ご
ぼ
う
の
厨
を
ぬ
け
て
家
中
香
る 

境　
　

益
代

友
の
部
屋
と
お
ぼ
し
き
辺
り
に
佇
み
て
「
ス
ミ
子
さ
〜
ん
」
と
名
を
呼
び
て
み
る 

榊
原
レ
イ
子

友
が
そ
の
娘
を
連
れ
て
訪
ね
来
て
柚
子
の
木
覆
ふ
竹
切
り
呉
る
る 

津
出
ト
ヨ
子

向
日
葵
の
畑
満
開
に
な
る
今
日
は
介
護
施
設
の
ワ
ゴ
ン
車
並
ぶ 

冨
永　

照
代

飲
み
込
み
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
く
口
の
中
を
お
く
ら
は
ぬ
る
り
ぬ
る
り
と
動
く 

橋
本
ユ
キ
子

処
方
待
つ
八
十
九
歳
の
母
言
え
り
五
十
九
歳
は
一
番
い
い
頃 

本
住　

晴
美

※
作
品
の
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

松本　樹里 さん
（嘉島西小学校１年）

宮
田　

フ
ミ
コ 

さ
ん
（
上
島
） 永田　莉奈子 さん

（嘉島東小学校３年）
雪合戦
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昨
年
末
は
、
山
本
浩
二
さ
ん
、
久
保
文
雄
さ
ん

な
ど
往
年
の
プ
ロ
野
球
名
選
手
が
相
次
い
で
嘉
島

町
を
訪
れ
、
小
学
生
に
ボ
ー
ル
を
贈
り
、
野
球
教

室
を
開
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
熊
本
地
震
の
発

生
後
、
町
は
全
国
の
多
く
の
方
々
に
支
え
見
守
ら

れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
、
町
の
復
興
は
い
よ
い
よ
本
格
化

し
ま
す
。
最
優
先
事
項
は
住
宅
再
建
。
そ
の
前
提

と
な
る
家
屋
解
体
は
12
月
中
旬
で
申
請
棟
数
９
０

９
棟
に
対
し
進
捗
率
78
・
３
％
と
順
調
に
推
移
。

被
災
者
の
皆
様
が
少
し
で
も
早
く
住
宅
再
建
に
取

り
か
か
れ
る
よ
う
早
期
完
了
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

町
道
や
下
水
道
、
学
校
、
農
業
施
設
な
ど
公
共
施

設
の
復
旧
工
事
も
順
次
発
注
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

一
日
で
も
早
く
「
日
常
」
を
取
り
戻
し
、
復
興

か
ら
更
な
る
発
展
を
目
指
し
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　

　
　
（
12
月
26
日
）

意

輪

川
上　

陽
子　

様
（
下
六
嘉
）

　
　

平
成
28
年
12
月
13
日
現
在

一　

般　

寄　

付

12月の
　　  町長の動き

荒木町長談

１日 ・上京（～2日）　・全国町村会政務調査会
３日 ・長野県川上村御礼訪問
５日 ・課長会議　・臨時職員辞令交付式
 ・民生委員児童委員委嘱状交付式
 ・嘉島町議会定例会
 ・熊本地震ワーキンググループ会議 
 ・九州農政局長来庁応対
 ・民生委員児童委員親睦会
 ・奥村一紀氏叙勲受章祝賀会
 ・上仲間地区計画説明会
６日 ・御船町長来庁応対
 ・アルファリアルエステート山本氏来庁応対
 ・故野島眞三郎氏お別れの会
 ・熊本県社会福祉協議会訪問
 ・陸上自衛隊日米共同方面隊指揮所演習視察
 ・熊本県市町村職員共済組合会
 ・高齢者相談員忘年会
７日 ・嘉島町議会定例会
 ・熊本県社会福祉協議会理事会
 ・風憩セコロ、野田市兵衛商店来庁
 ・伊万里市長来庁応対
８日 ・全国町村会正副会長、監事会合同会議
 ・全国町村会正副会長会
11日 ・京都府町村会御礼訪問
12日 ・農業委員会懇親会
13日 ・課長会議　・臨時職員辞令交付
 ・名張市職員挨拶応対
 ・熊本県市町村総合事務組合来庁応対
 ・御船地区衛生施設組合来庁応対
 ・前自民党県連事務局長来庁応対
 ・横田産業社長来庁応対
 ・九州電力熊本東営業所長来庁応対
 ・全国町村会共済部長来庁応対
 ・嘱託員会議　・教育委員選任書交付式
14日 ・熊本県財産経営課来庁応対
 ・TKU年忘れ謝恩会2016
15日 ・熊本県共同募金会来庁応対
 ・熊本銀行嘉島支店長来庁応対
 ・熊本県土地改良事業団体連合会来庁応対　
 ・熊本県農業再生協議会通常総会
 ・全国賃貸住宅経営者協会連合会熊本県支部謝恩会
16日 ・上益城消防本部管理者会議及び議会
 ・嘉島中央土地改良区懇親会
17日 ・島原・天草・長島架橋構想九州西岸軸構想推進大会
 ・高田堰掛土地改良区役員会
19日 ・課長会議　・熊本県市町村振興協会来庁応対
 ・熊本市副市長来庁応対
 ・熊本県共同募金会理事会、評議員会
20日 ・臨時職員辞令交付式
 ・イオンモール熊本来庁応対
 ・上益城郡PTA連合会長来庁応対
21日 ・国保中央会臨時理事会
22日 ・定期監査報告　・伊万里市職員挨拶応対　
 ・熊本県町村議長会来庁応対　・教育長退任式
23日 ・心をつなぐキャッチボールプロジェクト・野球教室
26日 ・教育長辞令交付式　・課長会議
 ・嘉島町社会福祉協議会理事会、評議員会
 ・HIヒロセ社長来庁応対
 ・熊本県防犯協会連合会来庁応対
 ・シアーズホーム社長来庁応対　
 ・熊本中央一般廃棄物処理施設協議会町村長会議
27日 ・三重県大紀町御礼訪問
28日 ・長期派遣職員辞令交付式　・御船地区衛生施設

組合仕事納めの式　・御船警察署訪問　・上益
城地域振興局訪問　・上益城郡町村会仕事納め
の式　・熊本県共同募金会仕事納めの式

 　・熊本県土地改良事業団体連合会仕事納めの式
 　・熊本県町村会仕事納めの式　・上益城広域連

合仕事納めの式　・嘉島町仕事納めの式
 　・嘉島町消防団年末警戒巡視

サントリーの復興支援活動「水の国くまもと応援プロジェクト」の
一環で野球教室のコーチを務めた、前列左から、笘篠賢治、高橋雅
裕、吉村禎章、荒木大輔、後列左から、河野安彦、久保文雄、（工
藤教育長、荒木町長）、西山秀二、関本賢太郎の皆さん
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典

返
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寄
付
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頂
き
ま
し
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。

　

ご
芳
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き
ま
す
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ざ
い
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た
。
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嘉島町の人口動態
平成28年12月31日現在

（前月比）

人   口 9,124 人　

　男　　 4,403 人　

　女　　 4,721 人

世帯数　 3,377 世帯　（＋ 1）

― 24 ―

　

新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

１
月
号
に
掲
載
す
る
た
め
に
初
め

て
日
の
出
を
撮
影
し
ま
し
た
。
日
の

出
前
か
ら
空
を
眺
め
、
カ
メ
ラ
を
構

え
て
い
た
ら
、
違
う
と
こ
ろ
か
ら
朝

日
が
昇
り
あ
わ
て
ま
し
た
が
、
な
ん

と
か
撮
影
出
来
ま
し
た
。

　

今
年
は
も
う
少
し
落
ち
着
い
て
取

材
が
出
来
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

　

本
年
も
広
報
か
し
ま
を
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　
　
（
係
）

　

上
六
嘉
老
人
会「
千
歳
ク
ラ
ブ
」（
上

田
克
祐
会
長
）
は
12
月
９
日
、
東
老

人
憩
い
の
家
で
開
い
た
今
年
最
後
の
例

会
で
、
会
員
手
作
り
の
だ
ん
ご
汁
と
い

き
な
り
団
子
で
年
忘
れ
の
昼
食
会
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
毎
月
第
２
金
曜
日
に

上
六
嘉
公
民
館
で
例
会
を
開
い
て
い

ま
し
た
が
、
４
月
の
熊
本
地
震
で
公

民
館
が
被
災
。
会
員
の
多
く
も
被
災

し
た
た
め
、
例
会
を
再
開
し
た
の
は

９
月
で
し
た
。

　

こ
の
日
は
約
40
人
が
参
加
。
お
し
ゃ

べ
り
を
楽
し
み
な
が
ら
温
か
い
だ
ん
ご

汁
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　（＋ 3）

　（＋ 2）

　（＋ 5）

 １ 月15日（日） たなか内科眼科（嘉島町）
  ☎２３５－７２３５

 １ 月22日（日） さかた耳鼻咽喉科（嘉島町）
  ☎２３７－４１３３

 １ 月29日（日） よしむら内科・循環器科（嘉島町）
  ☎２３５－７７７３

 ２ 月 5  日（日） からしま小児科（嘉島町）
  ☎２３５－６３３３

　　　　　　古閑整形外科胃腸科医院（御船町）
  ☎２８４－２０１０

 ２ 月11日（土・祝） 泰泉堂牟田医院（御船町）
  ☎２８２－０２１６

 ２ 月12日（日）大串内科（嘉島町）
  ☎２３４－７８７３

 

おかーさんだいすきー♪
ご両親：水谷　淳二さん・久美子さん（上島）

水
谷
　
充
足
（
あ
た
る
）
く
ん

平
成
28
年
８
月
31
日
生 平嶋　慶佑（けいすけ）くん

平成25年９月27日生

　　　優菜（ゆうな）ちゃん
平成28年２月８日生

２人とも毎日元気!!

上六嘉老人会

ご両親：平嶋　雅義さん・麻理さん（鯰）


